
生駒経済論叢 第7巻 第1号2009年7月

16・17世 紀 のイ ギ リス にお ける

工業文 明の誕生 と美術

J.U.ネ フの工 業文 明論 の一 側面

中 村 進

概要 アメリカの経済史家J.U.ネ フは人類の生み出した文明を質の進歩を求める伝統的な

文明と量を追求する近代的な文明に二分し,後 者を工業文明と名付け,こ の文明は16世 紀に

イギ リスの熱エネルギーとしての石炭の採用を契機にして誕生したと提唱した。他方,工 業

文明が誕生 した16世 紀から17世 紀中葉の間のイギ リスとフランスの美術年表を点検すると,

フランスの場合,西 洋美術史において活躍し名を残 した画家が連綿と続いているが,イ ギ リ

スに目を向けるとそこはほとんど空白になっている事実に気付 く。その理由の一つがイギ リ

スの工業文明の誕生,別 言すればイギ リスの石炭燃料の家庭と製造業での採用と深 く関わっ

ていると思われるので,工 業文明を16世 紀から17世 紀のイギ リスとフランスの美術の発展と

いう側面から究明し,同 時にこの文明の発展のためには質的進歩を志向する文明の重視が不

可欠な条件であることも明白にしたい。

キ ー ワー ド 工 業 文 明,石 炭,J.U.ネ フ,
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16・17世 紀 イギリス美術,初 期産業革命

Abstract J. U. Nef, an American economic historian insisted that there were two 

kinds of civilization in European history. One is the civilization that pursues the 

quality, in other words, the beauty. Another is the civilization that pursues the 

quantity, which leads to mass production. The latter is called the industrial civili-

zation, which was born in the 16th century in England. On the other hand, when 

we glance over the chronology of English and French art from 1540 to 1640 during 

which the industrial civilization emerged, we can find the fact that there were a lot 

of historically important painters in France, but there were no preeminent painters 

in England. It is possible to relate one of the reasons of the fact with the birth of 

the industrial civilization, that is, the use of coal at home and for manufacturing in 

England. In this paper the author attempts to explain the relationship between the 

rise of the industrial civilization and the development of art in England and France.
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は じ め に

石 油 危 機 が 過 ぎ た1970年 代 後 半 に16・17世 紀 イ ギ リ ス の エ ネ ル ギ ー 危 機 を す で に1930年

代 に 研 究 して い た ア メ リ カ の 経 済 史 家,J.U.ネ フ が 科 学 誌,ScientificAmerican(rサ イ ェ

ンテ ィ フ ィ ッ ク ・ア メ リカ ン」)に 「初 期 の 燃 料 危 機 と そ の 結 果 」(J.U.Nef,"AnEarlyEnergy

CrisisandItsConsequences",ScientipicAmerican,237[1977].1988年12月27日 付 け の ワ シ ン トン ・

ポ ス ト[TheWashingtonPost]や ニ ュ ー ヨ ー ク ・タ イ ム ズ[TheNewYorkTimes]の 死 亡 記 事 に よ る

と,ネ フ教 授 は1988年12月25日,日 曜 日 に20年 以 上 住 ん で い た ワ シ ン トンで 病 気 の た め に死 去 され た 。

享 年89で あ った 。 彼 は1929年 に シ カ ゴ大 学 の 経 済 学 の 准 教 授,1936年 に同 大 学 の 経 済 史 の 教 授 に就 任

した)と い う論 考 を 寄 稿 し,「16世 紀 に お い て イ ギ リス は 木 材 が 不 足 し,石 炭 に 依 存 した 。

新 し い 燃 料 の 採 用 は お よ そ200年 後 に 産 業 革 命 で 最 高 潮 に 達 す る 一 連 の 出 来 事 の 口 火 で

あ っ た 」(lhid.,p.141)と し,彼 の 初 期 産 業 革 命 論 を 展 開 した 。 そ して こ の 論 考 の 最 後 で 彼

は 将 来 の エ ネ ル ギ ー 問 題 を 次 の よ う に 展 望 して い た 。

今や思うに量の進歩,つ まり生産量の増加への強 くなる信仰は一層重要な要素であった。16世

紀後半に新 しい注目が量の概念に払われるようになってきた。この新しい関心の効果は自然科学

の発展のなかで使用されたより正確な計測やユ リアス暦を一層正確なグレゴリア暦に置き換える

なかで見られた。……エ リザベス時代に導入された成長の割合という着想は経済学研究に新 しい

正確さをもたらした。新しい見方は人間に対する量的目標の十分に可能な価値を強調した。工業

の目的の変質は工業化世界へ向かっての大きな進歩の一部をなしていた。……

石炭が18世 紀後半からその後に至るまでにイギ リスからヨーロッパに普及 してい くにつれ,製

造業や人間の環境における美に対する関心が薄れていった。歴史を通して美へのこの種の献身は

経済成長への合理的な制限を設けることにおいて重要であった。石炭の到来はこのような美に対

する献身を減じたようにみられる。地球上の資源開発はしばしば優秀な審美眼の領域を汚してき

た。これらの資源を最大限に利用することは発明の独創性のみならず制限を必要とする。現在,

化石燃料への人間の依存は約400年 まえの木材のそれと同じくらい不確実である。燃料資源の実

のある開発における最良の期待は美の水準を回復することと拡充することにあるといってもよ

い。人類がもし前進しようとすれば,そ の歴史の発展は美術,つ まり美の追求でなければならな

し、。(1bid.,p.151.)

16世紀中葉に始まったイギ リスの木材燃料危機をその代替燃料である石炭の採用で乗 り

切ったイギ リスは同時期に世界で最初に量の追求を本質とする工業文明を生みだ し,そ れ

を契機にこの文明は世界各国に経済成長を伴いなが ら広が り定着 していった。1970年 代に

石油燃料危機に遭遇 したときに,経 済成長を抑制する要素として工業文明出現以前に世界

共通の文明であった質の追求を目的とする伝統的文明の重要性が再考されるようになっ
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た 。工業文明を歴史的 に分析 したネ フは工業文明の発展 にはその基礎 に質的進歩を求め る

伝統的文明の存在が不可欠で ある点を指摘 して いた。そ して20世 紀の70年 代 の地球規模で

のエネルギー危機を回顧 し,改 めて質,そ の 中心要素で ある美の追求す る文明の重大な役

割を洞察 して いたのが今,そ の最後の部分を引用 した彼の晩年の論考で あった。

もとよ りネフは19世 紀後半 に生誕 した経済史 は過去何 百年 のあ いだ,学 問の特徴 を形

作 って いたその細分化や専門化 よ りも,歴 史の相互関連の研究,つ ま り`知 識の新 しい総

合'を 目指すべ きで あると し,そ の可能性の探究を経済史家の責任 に負わせ,彼 らは新 し

い社会科学の分野 と しての経済史の確立を志すので はな く,す べての社会科学を一つの普

遍的な哲学的 目的 に纏め あげることに尽力すべ きで あると説 いた(Nef,"Responsibilityof

EconomicHistorians",TheJ・urnal・fEc・n・micHist・ry,SupPlement,[1941],PP.3,5.)。 彼 の こ

う した経済史への接近の姿勢 は彼の16世 紀か ら産業革命前夜のイギ リスの石炭産業の実証

分析 した最初の著書で ある 『イギ リス石炭産業の勃興』 にすで に見 出す ことが 出来 る。彼

はこの作品の序文 にお いて 「石炭産業を研究す る歴史家 は多 くの学問分野 に通 じて いな け

れ ばな らな い。彼の知識 は技術,ヨ ー ロ ッパ経済史,政 治史,憲 政史,法 政史 に広範囲 に

及ぶべ きで ある」(Nef,TheRise。ftheBritishC。allndustry,vol.1,1932,p.xii)と 論 じ,石 炭

産業 という彼の研究対象の性質 に左右 されたので あろうが,彼 の研究の 出発点か ら学際的

な研究,別 な言 葉で記す と,歴 史の相互 関連性 を意識 した ことが窺 える。(拙 著,r工 業社会

に史的展開 エネルギー源の転換 と産業革命 」晃洋書房,1987年,229ペ ー ジ。またネフの経済史

の捉え方については拙書,223-229,247ペ ー ジを参照。)ネ フは木材か ら石炭へのエネルギー源の

転換の事実を 中核 に して進あ られた彼の勃興期か ら産業革命 に至 るイギ リス石炭産業の実

証分析の あと,彼 の関心 は主 と して1930年,1940年 代 に16・17世 紀 のイギ リスとフラ ンス

の工業,憲 政,技 術,芸 術,戦 争な どの比較研究 に注がれ,1950年 代 にこの諸成果を もと

に工業文明の生誕 と形成を構想 した。それ は1953年3月 か ら5月 の コ レー ジュ ・ド・フラ

ンスで行 われたネ フの講 義で明 らか にされ,翌 年,パ リでLaNaissancedelaCivilisation

Indusrie〃eetleMondeContemporain(r工 業文明の誕生と現代社会』)と い う形 で上梓 された。

ネ フは 「20年来,わ た しはこの主題 に関心を持 ちつづ けて いる。大学在職の あいだ にわた

しの公 けに したか ぎ りの仕事の大部分が,そ のたあの足場 と して,わ た しに役 に立 った次

第で ある」(Nef,LaNaissancedelaCivilisationlndusrielleetleMondeContemporain,1954,P.1.宮

本又次他訳 『工業文明の誕生 と現代世界』未来社,1963年,1ペ ー ジ[以 後,本 書はCivilisationln-

dusrie〃e,『工業文明』として引用する]。 ネフの工業文明についてはNef,"LaCivilisationindus-

rielle",EncyclopaediaUniversalis,France,voL8,1980,PP.966-972も 参照)と 記 しているよ うに,
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彼 にと って工業文 明の歴 史的探究 はその研究対 象が広範 にわ た り(lhid.,p.9。 同書,1ペ ー

ジ),歴 史 の相互関連の求 める経済史研究 に対 して 申 し分のな い相応 しいテー マで あった。

こう してネ フは人類の生み 出 した文明を質の進歩を求め る伝統的な文明 と量を追求す る

近代的な文明 に二分 し,後 者を工業文明 と名付 け,こ の文明 は16世 紀 にイギ リスの熱エネ

ルギー と しての石炭の採用を契機 に して誕生 した と主張 した。

翻 って,工 業文明が誕生 した16世 紀か ら17世 紀 中葉の間の イギ リスとフラ ンスの美術年

表を点検す ると,フ ラ ンスの場合,西 洋美術史 にお いて活躍 し名を残 した画家が連綿 と続

いて いるが,イ ギ リスに目を向 けるとそ こはほとん ど空 白にな って いる事実 に気付 く。エ

リザ ベス朝 やステ ユアー ト朝 に文 学の分野 では シ ェイ クス ピアを始 め多 くの文人 を世 に

送 ったイギ リスで どう して この時期 に美術の分野 はヨー ロ ッパか ら取 り残 されたのか。 こ

の非常 に素朴な疑問が本拙稿を取 りかか るための切 っ掛 けで あった。その解答がイギ リス

の工業文明の誕生,別 言すれ ばイギ リスの石炭燃料の家庭 と製造業での採用 と深 く関わ っ

て いると思われ るので,工 業文明を16世 紀か ら17世 紀のイギ リスとフラ ンスの絵画作品 と

いう側面か ら究明 し,同 時 にこの文明の発展のため には質的進歩を志向す る文明の重視が

不可欠な条件で あること も明 白に した い。その際,ネ フが1943年 に発表 した 「1540年 か ら

1640年 の フラ ンス とイギ リスの美術」(Nef,"ArtinFranceandEngland,1540-1640,Th。mist,

Vol.5[1943].以 後,こ の論文は"Art"と 略 して引用する)と いう論考 に導かれなが ら論ず るこ

とにす る。

1.16・17世 紀 の イ ギ リス と フ ラ ンス の製 造 業

116・17世 紀 のイギ リスとフランスの製造業の比較

ネ フは16～17世 紀 の ヨー ロ ッパの各国の経済趨勢お よびその特質を地理的 に3分 割 して

観察 した。それ らは(1)生 産 量の低下 と工業的企業の規模の縮小,農 業 に比較 して工業の

相対的重要 さの減退が生 じた地域,(2)芸 術 品及 び奢修品の生産の顕著な成長,つ ま り芸術

と熟練の新 しい発展のなかで諸重工業の生産量の僅かな増加,結 果的 には工業生産量 に著

しい変化が起 こ らなか った地域,(3)諸 重 工業の拡張,そ の結果 と して前例のな い生産量の

拡張が現 出 した地域か らな り,そ れぞれの地域 は具体的 に示せ ば,(1)の 地 域 にはヨー ロ ッ

パの大部分 とスペイ ンとその支配地,(2)の 地 域 にはイ タ リア,フ ラ ンス,ス イ スの国 々,

(3)の地 域 には北 ヨー ロ ッパ,と くにイ ング ラ ン ドで あ った(Nef,Warandhumanpn。gress,

1963,pp.6-10)。 この うち(2)と(3)の 地 域の工業生産の 目標は極めて対照的であ り,本 節で は
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両 地域で見 出され るこの鋭 い対照を経済史的 に解明 した い。

イギ リスの場合,16世 紀 後半か ら目覚 ま しい生産の促進が起 こ り,多 くの工業が初めて

繁栄を経験 した し,旧 来の工業 も錫製造業を除 き,2～6倍,あ る製造業 につ いて は8～

10倍 に生産量を伸 ば した。以前の何世紀 と比較すれ ば,革 命的 と言え る製造業 にお ける成

長がエ リザベ ス1世 時代の開始 し,1580年 頃 か らさ らにそれ は急速 にな った。すで にこの

国 はフラ ンスよ りも,人 口に比 して,よ り多 くの石炭,錫,鉛,毛 織物 を産 出 していたが,

他 の工業生産物 は非常な遅れを とって いた。(Nef,"AComparisonofIndustrialGrowthin

FranceandEnglandfrom1540to1640",Do.,TheConquestoftheル1aterialWorld,1964,p.210

[以後,こ の論文は"Comparison"と して引用する].)し か し修道院解散後の1540年 こ ろか ら17

世 紀 内戦勃発 に至 るおよそ100年 間 にイギ リスは石炭産業 を中心 に鉱 山業 や製造 業が大 き

く発展 し,そ れ以来,ヨ ー ロ ッパの工業技術や重工業の発展 にお ける主導権を19世 紀後半

まで保持す ることにな る(Nef,"Art",p.284)。 そ の経過 は こうであ る。

イギ リスで16世 紀 に顕著 にな り始めた木材飢謹が原因 にな って薪か ら石炭への熱エネル

ギー源の転換が新熱源採用 にお ける技術の改良を伴 いなが ら生 じ,そ の結果,一 つの産業

革命 と考え られ るほどの飛躍的な経済発展が イギ リスに引 き起 こされたので あった。そ し

てネ フはこの16世 紀か ら17世 紀 にか けて起 こったイギ リスの経済発展を初期産業革命 と命

名 し,そ の重要 さは18世 紀の それ に比べ少 し劣 る程度の もので あったと評価 した(Nef,The

Rise。ftheBritishC。allndustry,Vol.1,p.165)こ とはよ く知 られて いる。実際,製 塩業,金

属加工業,繊 維業,醸 造業,染 色業,ガ ラス,タ イル,タ バ コのパ イプ,陶 器,砂 糖,石

鹸 糊,蝋 燭,パ ン,火 薬な どの製造業が燃料 と して石炭を採用 し,今 までの木材燃料の

依存か ら脱 出 し,各 々の製造業 の生産性 を大 き く上昇 させ た(前 掲拙書,86ペ ー ジ)。 そ して

木材燃料で ある薪か ら石炭への熱エネルギー源の切 り換え という事実が,別 言すれ ば,薪

と比較 して燃料 と しての質の劣悪 さと量の豊富 さという石炭の もつ特性が 「経済を量の追

求の方へ,つ ま りエ レガ ンスの美 よ りも産 出量や能率の増進 いかん に成功のかか って いた

種類 の工 業 の進歩 の方へ必然 的 に志 向 させ る」(Nef,Civilasati。nind。st。ie〃e,pp.47-48.ネ フ

『工業文明」53ペ ージ。また石炭の工業文明の成立期における重要な役割に関してはNef,"TheGen-

esisofIndustrialismandofModernScience,1560-1640",Do.,TheConquestoftheMaterial

World,p.272も 参照。ネフの量を追求する工業文明への言及は1932年 に刊行されたTheRiseofthe

BritishCoallndustryの なかにすでに見出されていた。彼は 「エリザベス1世 時代やその後発展 した

新しい需要はもともと装飾よりも使用のために必要とされた粗悪な金属による製品に対してで,そ れ

らの価値が大量にあることと安価さに由来している製品であった」[Nef,TheRiseoftheBritishCoal
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1ndust・y,Vol.1,p.170]と 当 時 の 金 属 製 品 に つ いて 論 及 して い た)新 し い 文 明 の 誕 生 を も た ら

した 。 ネ フ は そ の 文 明 を 工 業 文 明 と 称 し,こ れ ま で の ヨ ー ロ ッパ の 伝 統 的 な 「質 を 追 求 す

る 文 明 」 と 区 別 した 。 つ ま り16世 紀 か ら17世 紀 に か け て 「イ ギ リ ス の 石 炭 を 基 礎 と して 築

き 上 げ られ た 全 く新 し い 性 質 の 経 済 の 発 達 が 質 の 追 求 か ら量 の 追 求 へ の 転 換 を う な が し」

(lhid.,P.48.同 書,53頁),量 の 追 求 が 第 一 義 的 な 要 素 と な る 工 業 文 明 を 新 規 に 生 み だ した の

で あ る 。 こ う して イ ギ リ ス は 工 業 文 明 の 上 に チ ャー ル ズ1世 治 世 ま で に イ ギ リ ス は 人 口 に

比 す る 工 業 生 産 量 は フ ラ ン ス よ り確 実 に 大 き くな り,首 都,ロ ン ドン は 世 界 の 主 導 的 な 工 業

都 市 の 地 位 を 獲 得 し た 。(Nef,"Comparison",pp.209-210.)

ネ フ が 関 心 を 示 し た16・17世 紀 の イ ギ リ ス を 主 要 な 研 究 対 象 に し て い た ジ ャ ッ ク ・

フ ィ ッ シ ャ ー 教 授(1908-1988フ ィ ッシ ャー は ま だ 若 い24歳 の 頃 に ネ フの 処 女 作 で あ るTheRise

oftheBritishCoalIndustry,2volsの 校 正 を 引 き受 け,熱 心 に忍 耐 強 くしか も貴 重 な 示 唆 を 示 しな が ら

そ の 仕 事 を 果 た したQ[Nef,TheRise(～ftheBritishCoallnd"stry,vol.1,p.xiv.F.J.Corfield,"F.

J.FisherandtheDialecticofEconomicHistory",F.J.CorfieldandN.B.Harteeds.,London

andtheEnglishEc。n。my1500-1700,1ggO,p。5])に と っ て も こ れ ら の 世 紀 の イ ギ リス に お い て

一 つ だ け 十 分 に は っ き り して 疑 う 余 地 の な い 事 実 は 農 業 ・工 業 生 産 の 増 加 で あ っ た(Fish -

er,TheSixteenthandSeventeenthCenturies:TheDarkAgesinEnglishEconomicHistory,

Corfieldetaleds.,ihid.,p.135.[フ ィ ッ シ ャー,浅 田 実訳 「16・17世 紀一 英 国 経 済 史 上 の 暗 黒 時 代

か 」 「16・17世 紀 の 英 国 経 済 』 未 来 社,1971年,17ペ ー ジ)。 さ ら に 彼 は 続 け て

「テユーダー朝初期の英国には,未 開発の天然資源一遊休地 ・未開利用森林地 ・未開使用鉱物

資源 が豊富にあった。17世 紀の末までに,こ れらの資源はずっとよく利用されるようになって

いた。ますます多 くの土地が耕作されるようになっていたし,森 林地帯は薪を供給するため注意

深 く管理 され,穀 物生産や牧草栽培用の空地をつ くるに掘 りおこしたりされるようになってい

た。鉱物の産出高も,石 炭は目覚ましい増加をみせていたし,鉄,鉛,塩 の場合も着実な伸びを

示 していた。……第二次産業の分野 も,新 毛織物の導入 とか,木 綿 ・絹織物 ・ガラス製造 ・製

紙 ・真鍮製造 ・製糖といった各業種のほか,こ れまであっても微々たる物であったその他の業種

などが,い ずれも発展したために,著 しく幅の広いものになった。また外との世界とこの国との

経済的関係においても,変 化は漸次的なものであったが,そ の積み重ねによって生まれた結果は

底の深いものであった。……14世 紀末から17世紀末までの問に,英 国の人口はほぼ2倍 になっ

た」(lhid.,pp.135-136.同 論文17-18ペ ー ジ)

と16・17世 紀のイギ リスの経済状況を活き活きと捉えていた。

他方,ネ フは工業文明の誕生以前のヨーロッパでは工業文明の発展にとって も不可欠で

ある質を追求する文明が支配的であったと思考する。そ して彼は質の追求を支えているも

のは美と信仰とを目的とする精神であり,と くにその追求は芸術家や宗教家にとって第一
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義 的 に重要な要素で あると指摘 した。 もとよ り質の追求 は美の探究を意味 し,そ れが重要

な構成要素 とな る。そのため質,つ ま り美を追求す る文明 は芸術の発達 に寄与 し,工 業文

明の本質 とされ る重量,容 積,価 格,時 間な どの統計的計算,言 い換えれ ば量の及 ばな い

ところにわれわれを引 き上 げる。その場合,芸 術家 は資材の節減や仕事の念入 りさや時間

の節減 に腐心す るので はな く,経 済的 に浪費をお こな うことによってつね によ り真実の,

よ り美 しい成果を 目的 とす る。そ して この ような文明 に根 ざ した社会 にお いて質の追求,

つ ま り美の追 求が,経 済 の原 動力 であ り,工 業生 活 において最 も尊 重 された活動原理 で

あ った。(Nef,Civilisationlnd"strie〃e,pp.13-14,16,27.ネ フ 『工業文明」12,15,29ペ ー ジ。)

従 って,工 業文明が生誕す る16世 紀 中葉 まですべての ヨー ロ ッパ諸国の主要な経済的な事

業が その本質 的な 目的 として いたの は恒常 的で ある ことであ り,織 物や建造 物 に関 して

は,そ れの もつ美,偉 大 さ,華 麗 さ,あ るいは魂 に対す る訴えゆえ に,熟 視 され るに値す

る ものを作 ることで あ った。(lhid.,P。50.同 書,55ペ ージ。)こ う した古代 ・中世 と続 く伝統

が16世 紀以降,フ ラ ンスで は受 け継がれ,イ ギ リスとは対照的な フラ ンスの工業の,さ ら

にはこの国の経済発展の特徴を形作 ることにな った。

16世 紀 中葉か らの約100年 の 間,フ ラ ンスでは新 しい大規模工業 が導入 される ことな く,

また同期間のイギ リスで見 られた ような塩,ガ ラス,鉄,金 属製品,建 築資材な どの未曾

有の成長 も起 こ らなか った。石炭,塩,ガ ラスな どはと くに リョ ン周辺 とロワール川沿 い

とロー ン渓谷地域の 中央 フラ ンスお いて増加 し続 けたが,南 フラ ンスー部を除 くその他の

地域 では工業発 展 は停滞 していて,一 般 にフ ラ ンスの工 業成長 は16世 紀 中葉 以前 に比べ

て,緩 慢 であ った。(Nef,"Comparison",PP.208-209.拙 稿 「18世紀のイギリスとフランスの経

済発展一経済史における"比 較"一 」『商経学叢」第41巻 第1号,1994年,106-107ペ ー ジ。)

しか しこの時期 にフラ ンスがイギ リスに常 に利益を増大 させ続 けたの は,レ ー ス,絹,

タ ピス トリ,ガ ラス,金 属,粘 度,石 で象 る芸術的作品の様な富裕階層が得 ることの 出来

た製品の製造分野で あった。 いわ ば芸術的 に巧妙な技術の製品で ゴシ ック時代の大聖堂 と

ルネサ ンス時代か ら受 け継 いで きた地位を一層強化 した。(lbid。,p.210。同拙稿,107-108ペ ー

ジ。)

この ような工業生産への傾斜 は18世 紀 にお いて も両国の生産 に現れ,そ の特質を形作 っ

て いた。 イギ リスはフラ ンスに比べ,18世 紀 初期か ら一人当た りの よ り高 い平均所得 とよ

り高 い生活水準が実現 され,確 実 にイギ リス人の衣食住の環境 は良 くな って いった。従 っ

て,暮 らし向 きの よい中産階級の数 は多 く,18世 紀 イギ リス製造品のための平均需要 は高

い水準を保 って いた。 これ らの いわ ば大衆市場 に対 してイギ リスは工場での機械 による大
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量 生 産 可 能 な 安 価 な 財 を 製 造 す る の に 専 心 した 。 他 方,フ ラ ン ス は 贅 沢 あ る い は 半 贅 沢 品

の 製 造 業 の 相 対 的 重 要 性 が イ ギ リ ス よ り も大 き く,従 っ て 上 流 階 級 や 海 外 市 場 の た め の

絹,ク リ ス タ ル ・ガ ラ ス,鉛,陶 器,家 具 の よ う な 奢 修 品 工 業 が 盛 ん で あ っ た 。 こ れ らの

製 造 業 は 機 械 化 に は ほ と ん ど 適 さ ず,多 くの 労 働 を 必 要 と し,小 規 模 な もの で さ え も利 潤

を 引 き 出 した 。 こ れ らの 機 械 生 産 に 馴 染 ま な い 奢 修 品 工 業 を フ ラ ン ス の 政 策 は 振 興 す る こ

と を 目指 し,フ ラ ン ス は ま だ こ の 領 域 で 世 界 を 主 導 し て い た 。(F.Crouzet,BritainAscend-

ant:ComparativeStudiesinFranco-BritishEconomicHistory,1990,pp.34-35.Do.,"Someremarks

onthematiersd'art",R.FokandA.Turnereds.,LuxuryTradeandConsumerisminAncienRegime

ParisStudiesintheHistorlyoftheSkilledWorkforce,1998,pp.263-264.G.Clark,TheVVealthofEng-

land1496-1760,1965,pp.169-170.ネ フ は17世 紀 後 半 か ら1740年 代 ま で フ ラ ンス 人 は 「生 活 に壮 麗 さ

や 優 雅 さ を 付 け加 え る 芸 術 家 や工 芸 職 人 の技 能 を 要 す る製 品 の 生 産 に集 中 した」[Nef,"Warsand

theRiseofIndustrialCivilization,1640-1740",TheCanadianJournalofEconomicandPolitical

Science.,Vol.10(1944),p.38.Do.,VVarandh"manprogress,pp.149も 参 照]と 中 世 以 来 の フ ラ ン

ス の 工 業 にお け る特 質 が 留 め られ て い た こ とを 示 唆 して い る。18世 紀 の イ ギ リス産 業 革 命 の 本 質 の 一

つ に工 場 制 の 採 用 を 中 核 に置 く近 代 工 業 の 誕 生 を 上 げ る こ と[P.マ ン トゥ,井 上 幸 治 他 訳 「産 業 革 命 」

東 洋 経 済 新 報 社,昭 和41年,24ペ ー ジ]に は異 論 は な い。 そ の 近 代 工 業 の 基 本 的 な 性 質 は標 準 化 され

た 安 価 な 製 品 の 大 量 生 産 にあ るか ら,贅 沢 品 が 製 造 した 業 種 は そ れ とは 対 照 的 に行 き止 ま り と して 考

慮 され,経 済 発 展 の 幹 線 か ら完 全 に離 れ た 所 にあ る と考 え られ て きた 。 外 国 の 低 コ ス ト生 産 者 に直 面

して い る フ ラ ン スの よ うな 国 は 国 内 製 造 に含 まれ る資 本 支 出を 思 い 切 って 試 み る危 険 に さ ら され る よ

り もイ ギ リスの 製 品 を 購 入 す る こ とが 好 ま しい と分 か った["TheOriginsoftheIndustrialRevo-

lution",Pastand1)resent,No.17[1960],pp.79-80]。)

か つ て ネ フ やJ.R.ハ リ ス が16世 紀 か ら産 業 革 命 期 ま で の イ ギ リス の 技 術 発 展 に お け る

石 炭 の 重 要 性 を 「石 炭 燃 料 経 済 」 や 「石 炭 燃 料 技 術 の 発 展 」 と い う 用 語 で う ま く言 い 当 て

た が,イ ギ リ ス 産 業 革 命 の 後 半 期 を 目 撃 した と 思 わ れ る 経 済 学 者,S.ジ ェ ヴ ォ ン ズ もイ ギ

リ ス は 「わ れ わ れ が 最 近 寄 与 した ほ と ん ど す べ て の 技 術 や 発 明 は 石 炭 に 関 す る わ れ わ れ の

指 示 か ら生 じ る 」(S.Jevons,TheC。aleuesti。n,1865〔1901〕,p.69)と い う指 摘 で も っ て,イ

ギ リ ス 産 業 革 命 期 の 技 術 が 石 炭 を 中 心 に 展 開 して い た こ と を 示 唆 し て い た 。 イ ギ リ ス は

「18世 紀 中 葉 ま で わ れ わ れ は 全 体 に 熟 練 を 要 す る 製 造 業 の す べ て に お い て 遅 れ 」(lbid.,p.

70),ま た 「わ れ わ れ は 取 引 や 工 業 の 基 本 的 な 操 作 に お い て 大 陸 の 国 ぐ に に 非 常 に 劣 っ て い

た た め,書 くま で も な く,生 活 の よ り贅 沢 な 技 術 は 全 面 的 に こ れ ら の 国 ぐ に 負 う っ て い た 」

(lbid.,p.78)の で あ る 。 こ れ に 対 し,な か で も フ ラ ン ス は 「今 の よ う に ガ ラ ス,帽 子,紙,
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帆 の布,刀 の刃,鋏,多 くの鋼製のお もちゃの ような製造業の多 くの小規模な部門で極め

て優れ ていた」(lhid.,p.78)と 彼 は記 して いた。 ジェヴォンズ よ り1世 代 ほ ど後 の経済学

者,ヘ クシ ャー によると,18世 紀 フラ ンスで砂糖の精錬,石 鹸,紙,ガ ラス,鏡 陶器,

家 具,ロ ー プな どの多 くの製造業が成長 し,こ れ らの製造業 は非常 に多様で あった けれ ど

も,疑 いな く一つの共通の基本的な特性が あ り,そ れ は公的な奨励の 中心 にあって,国 家

の援助 に浴 して いた奢修品製造業で あったので ある。 これ らの奢修品製造業 は以前 よ りも

よ り優秀な技術的成果 に,あ るいは可能な らば,他 の国 よ りも優秀な技術成果 に到達す る

ように注意が払われ,こ れ らの奢修品 は他の ヨー ロ ッパの国 ぐにか ら妬み と賞賛を もって

受 け入 れ られ,や がて 模倣 され た。(E.RHeckscher,Mercantilism,Vol.one,1935[reprint

1994],p.190.)こ の ように16世 紀以来のイギ リスとフラ ンスの両国 に観察 された生産の 目標

が19世 紀前半 にまで引 き継がれて いる事実が はっき りと理解 され得 る。

ネ フは16・17世 紀 のイギ リス ・フラ ンス両国の生産 に現れた経済的特質の推進者 に も触

れて いた。 この両 国の推進者 の特性 がイギ リス とフラ ンスの生産 の 目標 の著 しい相違 と

な って現れた。彼 は当時,勃 興 して きた ジェ ン トリの経済活動がイギ リスの初期産業革命

を促進 し,そ れ によ り彼 らは富 を獲得 した(Nef,"Art",pp.301,303-304.ネ フ,隅 田哲司他訳

『一六 ・十七世紀の産業と政治一フランスとイギ リスー」未来社,1958年,22,24-25ペ ー ジ[以 後,

この著書は 「政治』 と略して引用する)と1940年 代 のR.ト ー ニーの周知 の ジェン トリ論(R.

トーニー,浜 林正夫訳 「ジェントリの勃興」 トーニー,浜 林正夫訳 『ジェン トリの勃興」未来社,

1957年)を 受 け入れ ている。 ジェン トリとは トーニ ーに従 えば,ヨ ーマ ンよ り上で貴族 よ り

下の土地所有者 とこれ に加えて,裕 福な借地農や有名な法律家,僧 侶,医 者な どの急速 に

増えつつ あった専門職の人 びと,そ して富裕 な商人 などの階層 を指 していた(ト ーニー,前

掲論文,13ペ ー ジ)。 そ して彼 はこう した新興の ジェン トリ層の16・17世 紀 の動向 につ いて次

の ように分析 した。

「事態はまったく明らかであった。名門旧家は私的奢修と政治的愚行によって滅び,ヨ ーマン

の地位は16世 紀末に長期的借地契約の満了とともにかたむき,国 王の収入と権威は王領地の減少

とともに失われ,こ れらの減収分をあわせてうけついだジェントリの財産のみが増大して,そ の

総収入は,1600年 においてさえ,貴 族,司 祭,副 司祭,僧 会,お よび富裕なヨーマンの全部あわ

せた収入の約3倍 といわれ,し かもひきつづき,農 民,貴 族,教 会,国 王の手からすべりおちて

くる所領をすべて集中におさあていく一こういう動向とそれのもたらす諸結果は,誰 の目にも明

らかであった。」(同論文,14-15ペ ー ジ。 トーニー,浜 林正夫訳「ハ リントンの時代解釈」トーニー,

前掲書,121-122ペ ー ジも参照]。)

地主 としての収入が減 じ,企 業家 としての収入が伸びていくことを悟 ったとき,進 歩的
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ジェ ン トリ達 は 「商売や って儲 けよう」を合 い言葉 に種 々の事業 に進 出 して いった。彼 ら

の商売の内容 は非常 に多様で あった けれ ど も,そ れ らは主 に土地経営の合理化 と木材業や

鉱 山業な どへの事業への投資 に要約で きた。(ト ーニー 「ジェントリの勃興」33-34ペ ージ。)こ

の ように時代の動 きに敏感な進取の精神を もった ジェ ン トリ層が生産 ・消費の両面か ら初

期産業革命を支え推進 し,物 質的富 とその結果 と しての国民所得の増加 という巨大な達成

を実現 したので あった。(Nef,"Art",p.300.ト ーニーにしても,ネ フにしても1540年 か ら1640年

の イギ リス経済活動の推進者を考える場合に 「より大きな資本 と鋭い商才をかねそなえていた」[ハ

バカク,川 北稔訳 「17・18世紀のイギ リス地主層」『18世紀イギ リスにおける農業問題」未来社,1967

年,72ペ ー ジ]新 興のジェントリに求めたことは周知であるが,こ の発想が 「資本主義の成長は直線

的に進行するような動きではな くむ しろ別の原動力によって一すなわち相互に連続せずむしろ交替の

結果として中断が行われるという形をとりながらもろもろの原動力の継起によって時代が画されてい

る」[ピ レンヌ,大 塚久雄他訳 『資本主義の諸段階」未来社,1964年,56ペ ー ジ。また同論文9-10

ペ ー ジも参照]と いうピレンヌの有名なシェーマに由来 していたことは確かである[Nef,"Domi-

nanceofthetraderintheEnglishcoalindustryintheseventeenthcentury",JournalofEco-

nomicandBusinessHistory,Vol.1(1929),pp.424-426や トーニー,浜 林正夫訳 「ハ リントンの時代

解釈」124ペ ー ジを参照]。)

しか しなが らフラ ンスで は重税を負担 して いたの は国民の最大多数 に部分,主 と して農

民や労働者な どの貧民,商 人,小 売商,職 人な どの 中産階級で あ り,彼 らこそ食糧や燃料

な どの,可 能性 としての大工 業 の生 産物 の重 要な顧客 で あ った けれ ども,イ ギ リス と異

な って,安 い家具,衣 類,ガ ラス,日 用食器,タ バ コな どの ような,日 常使用 され る工業

製品の購買 にあて ることので きて いた総金額 は,緩 慢 に しか増加 しなか ったか,全 く増加

しなか ったかで あった。他方,納 税負担を免れ るか あるいは租税か らあが る収益 によって

生活 して いる貴族,国 王や僧侶や武官貴族な どの国民の うちの非常 に権勢が あ り富裕な諸

階層すべてが彼 らの財産か ら多額を さいてイギ リスの石炭産業や後述す るガ ラス製造業の

ような量の追求を至上命令 とす る諸工業 に対す る投資意欲を ほとん ど もって いな く,イ ギ

リスで大 いに要求 されて きた ような大量の低廉な有用品の購入 に余剰の富を用 いることに

もほとん ど関心を払わなか った。彼 らの富の大部分を,美 しい建築や 自身を飾 るの に必要

な奢修 品お よび美術 品に費や したので ある。(Nef,Civilisati・nIndustrie〃e,p.172.ネ フ 「工業

文明」192-193ペ ー ジ。ネフ 「政治」205ペ ー ジ。1570年 か ら1620年 の50年 を観察するならば,イ ギ リ

スの繁栄とフランスの貧困の対照的な経済状況に注意が引かれる。賃金稼得者の物質的な生活水準は

明らかに16世 紀後半の40年 間に大抵の地方で大きく低下 した[Nef,"Art",p.300.])16・17世 紀 の
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フ ラ ンス政府の工業政策 もイギ リスで は,工 業の分野 にお けるほとん どすべての発明 は,

人 手の節約,高 価 にな った薪炭を安価な石炭の間 にあわせ ることや,輸 送費の節減な どを

目的 と して いたの に対 して,芸 術上の発明を奨励 し,工 業生産の質の完成のため に働 きか

けた。(Nef,civilisati・nlnd"strie〃e,P.161.ネ フr工 業文明」181ペ ー ジ。)16世 紀 末 か ら17世 紀

初頭 にフラ ンスで優勢で あったの は,言 葉の古 い意味での質的な意味の発明で あった。反

対 に,北 欧 と くにイギ リスで見 られたの は,言 葉の近代的な意味での量的な発明へむか う

ところの,実 用的な分野の発達で あった。(lbid.,P.161.同 書,180-181ペ ー ジ。)

そ こで今少 し16・17世 紀 の イギ リスとフラ ンスのガ ラス製造業の比較を とお して,そ こ

に観察で きる両国が 目指 して いた生産の 目標の違 いに明 らか に し,イ ギ リスにお ける工業

文明の生誕の経済史的意味を考えた い。

216・17世 紀 の フランス ・イギ リスのガ ラス製造業

フランスのガ ラス製造業

フラ ンスのガ ラス製造業 とイギ リスのそれを比較す る ときに,16・17世 紀 の ヨー ロ ッパ

で作 られたガ ラス製品を異な った種類で見分 ける必要が ある。 まず,教 会や大聖堂や また

ある程度 までの城や公共の建築物の窓のたあ にデザイ ンされた美 しいステ ン ド・グラスが

あった。ガ ラスの嵌め られた窓 は12-13世 紀 の ゴシ ック建築時代の遺産で あったが,ガ ラ

ス製造 に用 い られた方法 は変化 した。(Nef,"Comparison",p.152.)

14世 紀 以来ず っとガ ラスはヨー ロ ッパ 中で裕福な後援者のための美術品 と して しだ いに

その量を増や しなが ら生産 されて きた。16世 紀初期 まで にガ ラス職人が彼 らの美術的ガ ラ

ス製品で特別の名声を獲得 した3国 が あった。その一つ はイ タ リアで,ゴ ブ レッ ト,デ カ

ンター,水 差 し,壺,美 術的な枠を施 した鏡が ヴェネ チアや ジェノアの近 くの アル タ レー

デで制作 され,美 とデザイ ンの優雅 さに無敵の名声を享受 し,そ れ はカル ヴ ァッチ ョやベ

リー二な どの油絵作品 と同 じくらい当時の富裕市民の生活を魅力 ある もの に した。 と りわ

けイ タ リアのガ ラス職人 は広 くク リスタル と して知 られ る特別な透明度を もつガ ラスが15

世 紀後半 にヴェネ チアで発明 され,そ の生産で有名で あった。 これを もって彼 らは最高の

優雅な製品を作 り出 したので ある。他の2つ の地域 はボヘ ミヤと彩色ガ ラスで注 目された

フラ ンスの北東部の ロー レンヌで あった。(lbid.,p.152.Nef,"lndustrialEuropeatthetime

oftheReformation,ca.1515-ca.1540",Do.,TheConquestoftheMaterialWorld,1964,p.100.

Nef,CivilisationIndustrie〃e,p.25.ネ フ 「工業文明」26ペ ージ。ネフはまたガラス製造の 「工業分野

では彫刻や絵画におけるとほとんど同じくらい,芸 術性が重んじられた。かれらはガラスの上に絵を
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描いたのであり,か れらステンドグラス職人 とドナテロないしデルラ=ロ ッビアのような芸術家のあ

いだには,あ る類似点があったのである。後者が,彫 刻において,い わば,石 のうえに絵を描いた一

あるいは少なくとも,石 で絵をつ くりあげた一のと同じだったわけである」[lhid.,p.25.同 書,26-

27ペ ー ジ]と 指摘している。)

1540年 こ ろか ら始 まる1世 紀間の フラ ンスガ ラス製造業の歴史 はイ タ リアのガ ラスエ に

よって建設 され使用 された炉 によるガ ラス製品 と時た まロー レンヌの熟練工の助 けを借 り

る土着 の職人 によるよ り粗悪な ものの製造 に分 け られる(Nef,"Comparison",p.153.前 掲

拙稿,108-107ペ ー ジ。)

イ タ リアの ク リスタル グラスの製造 はイギ リスにお いて よ りもフラ ンスで適 した土壌が

多 く見 出され,多 くのイ タ リア職人 はフラ ンスの広範の地域でガ ラス製造場を開設 した。

ヴェネ チアの ク リスタル ・ガ ラスは早 くも1511年 に リヨ ンで生産 されて いた。 フラ ンス北

部お よび西部で1550年 以 降イ タ リア人 によってか,あ るいは彼 らの監督下で ゴブ レッ トが

吹 き出された。次の60年 間 に大 きな鏡を除 いて あ らゆ る種類の優良なイ タ リアモデルのガ

ラス製 品の生産 を 目指 した多 くのガ ラス製造場 がサ ンジ ェル マ ンレイ,ロ ウエ ン,サ ン

ジェルマ ンデ プ レ,リ ョ ンで開かれた。 これ らの新 しい施設のガ ラス製造業者 はつね に主

に宮廷や最 も富んだ階層 に望 まれた最 も優雅な美術品を製作 して いた とは限 らなか ったが

(lbid.,pp.153-154),実 際 に美術的ガ ラス製品 はその市場の限 られた性質 とそれを作 るとき

に必要 とされ る際だ った熟練のたあ にわずか しか生産 されなか った に違 いな い。おそ らく

普通の窓ガ ラスや瓶や あ らゆ る種類の粗悪なガ ラス製品の生産量をそれ と比較す ることは

ほとん ど重要でな い。反対 に,こ の ような製品の生産 は後述で明 らか にな るように,イ ギ

リスで大 き く増大 した。それ は宗教改革後 にエ リザベ ス1世 とと くにジェー ムズ1世 時代

に貴族 と同様 に商人的本領が急速 に浸透 した商人や彼 らの召使 いの間で快適 さと便益 さを

求めてガ ラス製品の需要が増加 した結果で あった。(lbid.,p.155.)

フ ラ ンスで は安価な種類のガ ラス生産の成長 は国王や宮殿や貴族の城を飾 る優雅な水差

しや皿,花 瓶,鏡 のそれ よ りも目覚 ま しくなか った。一般 に,こ う した フラ ンス社 会 に

よって育 まれ成長 して きた優雅 さを もったイ タ リアモデルの美術的なガ ラス製品 は経済的

余裕が ある貴族や裕福な ブル ジ ョアによって好んで購入 された。 また16世 紀初期 に普通の

ガ ラス瓶,鉢,ラ ンター ン,コ ップな どは窓ガ ラスとと もにフラ ンスの どの地域で も小 さ

な炉で製造 されて いて,こ れ は新 しいことで はなか った。それ らは常 に燃料を提供す る森

林地帯 に建て られ,そ の製品 は極端 に近代的工業の もの に比べ,粗 悪で あった。 フラ ンス

において1540年 か らの100年 の 間,そ れ以前か ら発 展 して いたふ つ うの ガラスの生産 の成
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長 は持 続 されて きたが,そ の成長 は際だ って急速で はなか った。 しか し明 らか に窓 ガ ラ

ス,瓶,安 価な花瓶 は長 い間 これ までそれ らを もたな いで生活 して きた家庭の間 に次第 に

拡大 しつつ あった こと も事実で あった。(lbid。,pp.155-156,157.)

イ ギ リ ス の ガ ラ ス 製 造 業

16世 紀 前 半 に 刊 行 さ れ た か のADiscourseofTheCommonWealofThisRealmofEngland

(rイ ン グ ラ ン ド王 国 の 繁 栄 につ い て の 一 論 」)の 著 者 は 当 時 ま る っ き り な くて も済 ま せ る か,国

内 で もつ くれ る よ う な,ず い ぶ ん つ ま らぬ 品 物 が,ど っ さ り海 外 か ら入 っ て く る もの と し

て 「鏡 や コ ッ プ や 窓 ガ ラ ス な ど の ガ ラ ス 類 」 を 真 っ先 に 挙 げ て い た(ADisc。urse。fTheC。m-

monWealofThisRealmofEngland,1581(reprint.1893),pp.16,63.「 イ ン グ ラ ン ド王 国 の 繁 栄 に

つ い て の 一 論 」 出 口勇 蔵 監 修 「近 世 ヒ ュー マ ニ ズ ム の経 済 思 想 」 有 斐 閣,昭 和32年,16,68ペ ー ジ

[以 後,こ の 翻 訳 書 を 『繁 栄 』 と略 して 引 用 す る]。 しか しこの 作 者 は国 内 に財 宝 を もた らす 職 業 と し

て もガ ラス 製 造 を 挙 げ[lhid.,127.『 繁 栄 」138-139ペ ー ジ],「 こ うい う技 術 が お こな わ れ て い な けれ

ば,そ れ を育 成 す る の が よ い と思 い ま す」[lhid.,p.127.r繁 栄 』138ペ ー ジ]と 指 摘 して い た)。 中

世 に お い て 「わ れ わ れ が 考 慮 す る 大 抵 の ガ ラ ス は よ り大 き な 都 市 の ガ ラ ス 職 人 を と お して

もた ら さ れ た 。 しか し ど の 程 度 彼 らが 自 ら製 造 して い た か を 断 言 出 来 な い 。 と く に 彩 色 ガ

ラ ス の 相 当 な 量 は 輸 入 さ れ た 」(L.F.Salzman,Englishlndustries。ftheMiddleAges,NewEdi.

tion,1970,p.188.イ ギ リス の簡 単 な ガ ラ ス製 造 の 歴 史 に関 して はR.Dodsworth,GlassandGlass-

making,1982を 参 照)。 実 際,イ ン グ ラ ン ドで 中 世 を と お して ガ ラ ス は 瓶 の よ う な 容 易 に 壊

れ や す い 質 の 悪 い も の が 少 量 で あ っ た が,製 造 さ れ て い た(S.M.Jack,TradeandIndustry

inTudorandStuartEngland,1977,p.91)o

しか し な が ら1540年 か ら1640年 の100年 の 間 に そ の 状 態 は 変 化 し,窓 ガ ラ ス の 国 内 製 造

の 最 初 の 大 き な 発 展 と 種 々 の 安 価 な ガ ラ ス 製 品 の 生 産 と い う フ ラ ン ス の ガ ラ ス 製 造 と は 異

な っ た 形 の ガ ラ ス 製 造 業 の 発 展 が 看 取 さ れ た 。 安 価 な 窓 ガ ラ ス の 製 造 の た め の 炉 は1560年

代 に サ セ ッ ク ス に 建 て られ,次 の20年 の 間 に 窓 ガ ラ ス と 瓶,コ ップ,水 差 し,ラ ン タ ー ン,

め が ね,レ ン ズ な ど の 一 般 日常 生 活 で 用 い られ る ガ ラ ス 製 品 と の 両 方 の 生 産 の 大 き な 成 長

が 起 こ っ た 。 さ ら に ジ ェ ー ム ズ1世 ま で に ガ ラ ス 製 造 業 は 桁 外 れ に 拡 大 した の で,窓 ガ ラ

ス は 貴 族,ジ ェ ン トル マ ン,富 裕 な 商 人 と 同 様 に 一 般 に ヨ ー マ ン,小 商 店 主,職 人 の 住 宅

で 一 般 に 見 つ け ら れ,そ れ ら は す で に フ ラ ン ス よ り も一 般 的 で あ っ た と 見 ら れ る 。(Nef,

"C
omparison",pp.157-158.Do.,TheRiseoftheBritishCoalIndustry,Vol.1,p.152.)

こ う した イ ギ リ ス の ガ ラ ス 製 造 業 の 発 展 を 導 い た 大 き な 要 因 の 一 つ に こ の 製 造 業 に お い
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て も薪か ら石炭へ燃料の切 り替えが挙 げ られ る。ガ ラス製造業 も他の製造業 と同様 に16世

紀後半か ら深刻な木材燃料不足 に直面 し,豊 富 に存在す る石炭燃料の採用が促 された。 し

か し石炭の もつ化学的特性が原料 に有害で あったため に,採 用のため には既存の何 らかの

技術の改善が必要で あった。

そ こで1612年 以 前 にガ ラス製造 は木材燃料を石炭 に代替 させ得 るたあ に,灰 汁 と砂が溶

解 され る粘土の柑禍を密閉す る製法の発明を とお してかえ られた。 この製法 は原料が石炭

を燃やす ときの有害なガ スや炎か らの接触を防止す るたあ に,密 閉の増禍のなかで熱せ ら

れ る もので,以 前 よ り大量の平 らな窓ガ ラスの ような製品 に役立つ板ガ ラスの生産を容易

に したが,大 陸のガ ラス職人達が熟達 して いた技術で あった炎のなかでガ ラスを吹 く方法

には適 さなか った。(Nef,"Technologyandlarge-scaleindustryinGreatBritain,1540-1640"

Do.,TheConq"estoftheル1aterialVVorld,1964,p.134.Do.,CulturalFoundationsoflndustrialcivili-

zati。n,960,p.52.)こ う して高価 な木材燃料 に代わ って安価な石炭がガ ラス製造 と結 びつ い

た。17世 紀初期 にロバー ト=マ ンセル卿 は この新技術 を携 え,安 価 な石炭 を求 めて,ロ ン ド

ンか ら遠 く離 れ た タ イ ン川 沿 い に ガ ラ ス製 造 場 を 建 設 した。(J.Brand,TheHist。ry(,f

Newcastle.vol.ll,1789,pp.42-43.)ニ ュー カスル はこの世紀 にイギ リスの主要ガ ラス生産地

の ひとつ とな り(Nef,TheRiseofC。allndustry,vol.1。,p.228),そ れ は 「ガ ラス製造場で は

窓用 の板 ガ ラスが製 造 され,そ の板 ガ ラスは王 国の大抵 の ところ に供給 され る」(Grey,

Ch。r。graphia,。r。survey。fNewcastleUp。nTine,1649,p.40)と 記 され る まで に発展 したので

あった。石炭 に燃料を転換 した事実が 日用品で ある板ガ ラスの大量生産を可能 に し,ガ ラ

スをかつての贅沢品で ある美術工芸品か ら安価な一般大衆品 に仕立て上 げ,イ ギ リスで は

窓 にガ ラスを嵌め るのを普通の こととな った。17世 紀初期 にフラ ンスの リヨ ンに訪れたイ

ギ リスの聖職者 はこの地で窓が 白紙で覆われて いたのを観察 して驚嘆 して いた。

「私 は建 物 の窓 の 大 抵 が 白紙 で 作 られ て い るの に気 が付 い た。 この 町 の 多 くの と こ ろ で 窓 全 体

は 白紙 の み で作 られ て い る。 部 分 的 に窓 の 下 方 が 白紙 で,上 方 が ガ ラ スか ら な る窓 もあ る」(T.

Coryat,Coryat'sCrudities,Vol.1,1905,p.204)。

イギ リスか ら来た この聖職者 にとって住宅の窓 は板ガ ラス製が普通で あったので あろう

(イギ リスはヨーロッパのなかで紙の普及が遅れていて,15世 末 ジョン=テー トがハー トフォー ドシア

で紙の製造を着手したのが最初である。そしてイングランドの製紙工業の実質上の確立は17世 紀まで

待たねばならなかった。そのきっかけは17世 紀後半に生 じたユグノー職人の移住に求められている。

17世 紀初期イギ リス人聖職者が見たフランスの窓への紙の利用はこうしたイギ リスの製紙業の現実を
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考慮されるべきである[拙 稿 「イギ リス製紙業と産業革命一M.ク ープスの著作を中心に一」『商経学

叢』第49巻 第2号,2002年,152-153ペ ー ジ])。 ま た彼 は当時の フラ ンスの窓 について 「フラ ン

スの大抵の所で窓 はイギ リスの もの と異な って いる。……窓 にはい くつかの ボル トで連結

された木製の折れ戸が付 いてお り,… …全 くガ ラスな どが嵌め られて いな い窓の下の部分

で非常 に快適な外の空気が吸え る。大抵普通閉あ られて いる窓の上方 はガ ラスや格子造 り

にな って いる」(lbid.p.197)と 書 き残 していた。

粗悪なガ ラス用の炉 はイギ リスよ りもフラ ンスで17世 紀の30年 代,な お多 くあったが,

そ れ らは普通小規模で あった。木材燃料 に代えて石炭の使用 は以前 よ りもよ り大 きな量 に

お いてガ ラス生産を促進 した。 もと もとイギ リスのガ ラス製造 はシェイ クス ピア時代以前

にはフラ ンスと比較す ると,ほ とん ど重要で はなか ったが,そ の後急速 に成長 して,17世

紀 末 まで にイギ リスは明 らか に他の ヨー ロ ッパの国 ぐにに窓ガ ラスや瓶の生産で先ん じて

いた と思 え る(Nef,"Comparison",p.158)。 フ ラ ンスで はガ ラス製品 は中世 やルネサ ンス

教会の ように,美 意識を刺激す る もので あったの に対 して,イ ギ リスで は人 々を気候か ら

保護す るため にあった(Nef,"Art",p.288)。

16世 紀 に 『イ ングラ ン ド王国の繁栄 につ いての一論』の作者 はイギ リスで育成すべ き大

陸 で開花 した技術 の一 つ にガラ ス製造 業 を挙 げてい た(ADisc。u。se。fTheC。mm。nWeal。f

ThisRealm・fEngland,p.127.r繁 栄」138ペ ージ)。 このガ ラス技術 は16・17世 紀 をつ う じて フ

ラ ンスとは異な るガ ラス製造業の領域で この国で発展 し,17世 紀 後半 にはイギ リスはガ ラ

ス製造業で 「オ ラ ンダを は じめ ヨー ロ ッパの どの国 よ りも先 に立 って いる」(TheMischief。f

theI7iveShillingsTaxup。nC。al,16gg,p.22)ま で に成長 して いた。その発展の原因 は何 よ りも

廉価な石炭 に求め られ,17世 紀 末 の

「ガラス製造における石炭への負担は少なくともあらゆる種類のガラス製造で全体の生産費の

5分 の1で ある。しかし粗悪な窓ガラスや瓶のガラスでは同じ量が石炭生産地域において20シ リ

ングで作られるのに,ロ ンドンのガラス製造業者は16ポ ンド以下では不可能である。彼らが躊躇

いもな く北部へ移動するか,イ ギ リスを去らなければならないと言っているのを私は疑わない。

……彼らは世界のすべてに先ん じ,オ ランダを完全に,そ してほとんどすべての近隣の諸国をガ

ラス製造業か らたたき出した。 これが出来たのは石炭の安価さの利益によってであった」(lbid.,

P.22)

と い う記述がその事情を物語 って いた。 この時期 まで にイギ リスの石炭 は羊毛 に讐え られ

るほどで,「 イ ングラ ン ドの羊毛 な しには織物 が製造 され ないよ うに,イ ギ リスの石炭のす

べてか一部 がな ければ,ガ ラス製 品 も粗 い鉄 製品 も製造 され得 ない」(lbid .,p.24)と 評 価

一417(417)一



第7巻 第1号

され るまで にな った けれ ど も,こ の石炭燃料への切 り換えが美を追求す る奢修品製造業か

らイギ リスを後退 させたの も確かで ある。

以上,フ ラ ンスとイギ リスの製造業の比較の結果,概 して,1540年 か ら1640年 の 間,人

口に比較 して工業生産量 はフラ ンスよ りもイギ リスで遙か に大 きか った と結論 して も大過

な い。イギ リスは石炭,明 暮,ビ ール,毛 織物,銅,ガ ラス,船,タ バ コとタバ コのパイ

プ,鉄,真 鍮,金 属製品,煉 瓦や石灰の ような建材,石 鹸,糊,普 通のガ ラス等の生産 に

お いて フラ ンスを凌駕 して いて,そ れ はイギ リスが低生産費 と生産増加を 目論んだ技術進

歩 に関心を示す ようにな った結果で あった。他方,フ ラ ンスはゴシ ックの大聖堂お よびル

ネサ ンスの時代か ら引 き継 いだ芸術的熟練を レー ス,絹,タ ピス トリ,芸 術的で精巧なガ

ラス製品,石 や金属 や粘土 を原料 とした製 品の生産 によ って高 めたのである。(Nef,"Com.

parison",p.210.)

と りわ け1540年 か ら17世 紀 後半 にか けてのイギ リスとフラ ンスのガ ラス製造 につ いて点

検 して い くと,両 国の生産の 目標 に顕著な対照が認め られた。本来,美 術品で あ り,奢 修

品で あったガ ラス製品がイギ リスで は石炭を使用す ることによって 日用品 に変わ り,板 ガ

ラスの ような製 品が上流 階層 のためで はな く,ご く一般 の家庭 のため に大量 に生産 され

た。他方,フ ラ ンスで 中世以来の美の追求を重ん じるガ ラス工芸の伝統が守 られ,主 と し

て上流階層の使用のため に芸術的なガ ラス製品が製造 された。 ここに見 出されたそれぞれ

の国の工業製品の特性がそれぞれの国が基礎を置 いて いる文明の特質 に根指 して いること

が理解 され得 る。次 にイギ リスにお ける工業文明の誕生が この時代の この国の美術の停滞

とどの ように関わ って いたかを検討す ることにな る。

ll.16・17世 紀 のイ ギ リス と フ ラ ン スの 絵 画

このような16世 紀後半か ら17世紀前半にイギ リスとフランスにはっきりと看取できた工

業生産の目標の相違,ま たそれに起因する両国の経済状況の相違が美術の発展にどのよう

な影響を与えたのか とネフは問いかける。実はこのテーマこそ彼の1943年 に発表 した論

考,「 フランスとイギ リスの美術,15401640年 」の主旋律を彩 っていた。今暫 く,ネ フ

の捉えた1540年 か ら1640年のイギ リスとフランス両国の美術について絵画作品を中心に考

え,一 般にイギ リス人が当時,美 術にあまり関心を示さなかった理由を探 り,こ の事実と

工業文明の誕生との関連を明 らかにしたい。

伝統的な諸産業 に対す る規制からの自由と17世紀初期の国富の著 しい増加 は他のヨー
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ロ ッパ諸国の間でオ ラ ンダのみがイギ リスと分か ち合えた条件で あった。 これ らの条件 は

イ ギ リスで既 に実現 されて いた新 しい一層 な個人的 な文 学 の開花 にと って重要 であ った

が,新 しい一層個人的な絵画の開花のため に も,同 じくらいに重要で あった はずで ある。

しか しなが らイギ リス人 は絵画 にお ける成功,つ ま り芸術的効果を生み 出すための材料を

混合 し,配 列す るような手先を用 いた繊細な仕事への卓越 した才能 に欠 くことので きな い

別の条件を持 ち合わせて いなか った。 また,ヘ ンリ8世 による宗教改革の実施で これ まで

宗教 的施 設 を とお して示 され た芸術 的技芸 に専念 していた工房 や作業場 への関心 は奪わ

れ,こ れ らの場所で製作 されて いた作品への需要 は廃れて しまった。先述 した初期産業革

命の時期 にイギ リス人が芸術的職人 と して フラ ンス人を追 い越す ように促す要因 は何 もな

か った ようで ある。エ リザベ ス時代 にお いて,重 大な変化のなか にいた人 びとによって感

じられた感情表現の必要 はほとん ど完全 に文学の形 にな って現れた。内容 はフォル ムよ り

重要で あったため,エ リザベ ス時代の人 びとはまず表現の最 も直接的な手段を選択 したの

で ある。それが言葉で あ り,次 に言葉を補完す る もの と しての音楽で あった。絵画 は音楽

の ように詩の補完物で あ り得なか ったので ある。そ して劇作家や作曲家のため に観客を提

供 したのが先述 した ジェ ン トリの ような新興の裕福な階層で あった。従 って,絵 画 は詩や

音楽や戯曲 に示 された偉大 さに匹敵す るように優れた流派を この国の16・17世 紀 には生み

出せなか った。例え ば,イ ギ リス人 はなん とかその時代の主要な人物の幾人かの素晴 らし

い感銘を与え る肖像画を描 いたが,こ れ らの 肖像画 は芸術作品 と して記憶 され るべ き もの

で はなか った。1500年 か ら1615年 に生 まれた どの イギ リス人の誰 もが美術史 に残 るような

画家 にはなれか った し,イ ギ リス音楽 とは異な って,そ の絵画 はヨー ロ ッパ大陸の美術 に

影響を与えなか った。実際,わ れわれ にまで伝え られた 肖像画を描 いた大方のイギ リス人

は もと もとフラ ン ドルやオ ラ ンダ人を示唆す る名前を もって いた し,ホ ルバイ ンや ヴ ァン

=ダ イ クの様な偉大 な芸術 家がヘ ンリ8世 やチ ャール ズ1世 の宮廷画家 にな り,国 王の姿

をわれわれ に伝えたので あった。 これ は部分的 にはこの国の絵画の才能が枯渇 して いた こ

とを率直 に物語 る。事実,彼 らがイギ リスを去 った ときに,イ ギ リス美術家か ら学んだ何

物 も持 ち去 らなか った。(Nef,"Art",pp.288,291-293,304.ト レヴェリアン,藤 原浩他訳 「イギ

リス社会史」1,み すず書房,1971年,136ペ ー ジ。16・17世 紀のイギ リス美術を,「15世 紀 に入ると,

イギ リスはルネサンスの開花させたイタリアをはじめとするヨーロッパ大陸に対 して,文 字通り 『周

辺』となり,16世 紀 にはもっぱらドイツのホルバイン,イ タリアの トリジアーノなど,外 来の画家や

彫刻家の活動の場を提供することになる。この状況は基本的には17世 紀にも変わらなかった」[高橋裕

子 「17世紀のイギ リス美術」坂本満他編 『世界美術大全集』第17巻,小 学館,1995年,379ペ ー ジ]

-419(419)一



第7巻 第1号

と一般的に評価 しても誤 りはないであろう。)こ のよ うに イギ リスはエ リザ ベス と最 初 の ス

テ ユアー ト2王 の時代 に世界で最 も美 しい若干の詩 と劇,イ ギ リスで書かれた最 も優れた

散文作品,最 も愛すべ きイギ リスの歌曲を世 に送 った。 この国 はおそ らく1540年 か ら1640

年 ま で の100年 間 は詩や文 学 にお いて他 の ヨー ロ ッパ の国 々の絵画 と同 じ くらい偉大 で

あった と言え る。 レンブラ ン トが絵画の完全な世界を創 出 して いるように,シ ェイ クス ピ

アに詩や劇の完全な世界を発見で きる。 これ に反 して,こ の時期の絵画 ・彫刻お よびあ ら

ゆ る装飾美術 は不毛で あった。 まさにイギ リスで フラ ンスよ りも多産でなか ったの はこの

奢修品 ・美術工芸産業 に関 しての領域で あったので ある。従 って,イ ギ リス人 は卓越 した

美術,と りわ け絵画 にお いて西洋美術史上 ほとん どその支配的な役割を果た さなか った と

言え る。(Nef,"Art",pp.288,291-293,304.ネ フ 『政治』140ペ ージ。)

だ が,16世 紀 後半 か ら17世 紀前半 の フラ ンス絵画 の状況 はイ ギ リス とは対 照的 であ っ

た。

16世 紀 にヨー ロ ッパ絵画 は工芸で あることを止め,そ れ は芸術 にな った。職人技芸 と自

由学芸の間の 中世の壁が弱 くな って い くにつれ,絵 画 と,究 極的 には造形芸術 は職人的職

業 と して見な されな くな って,普 通の職人の作業場の訓練 と方法か らの独立を獲得 した。

それ らはまた 中世の神学や スコラ哲学か らある程度の独立 も得たので ある。詩人や散文作

家 の作 品の よ うに絵画作 品 は中世 にお いて保 持 しなか った自信 を身 に付 けつつ あ った。

ジ ョッ トーの絵 は彼の時代の彫像や ステ ン ド・グラスの窓 と同 じように修道院や教会の よ

うな大規模な建設の一部 と して概ね計画 されて いたが,16世 紀 の画家の作品 は しば しば彼

のパ トロ ンや絵の購入者が絵を掛 けるの に適当な所 と考えた場所 に吊された。それ らの多

くはいかな る特別の背景を考慮す ることな く描かれ,画 家の仕事 は次第 に彼のキ ャンバ ス

の四隅のなかの空間 に限定 され るようにな って いった。作品 は画家がテーマを もって空間

内 に色彩 と構図の調和を生み 出 した ときに完結 したので ある。 この空間のなかで彼の作品

は中世の親方のそれ よ りも自由にな り複雑 にな った。彼 は主題 とフォル ムの点か ら制限が

緩め られたわ けで ある。個人主義 と物質主義の時代 は,主 題の よ り文学的で よ り具体的な

扱 いという意味で文学 と同様 に絵画 において も,現 れ始 めたのであ る。(lbid.,pp.281,291.

中世 における職人が美術家の手腕と職人芸の両方を兼ね備えていた例に,ネ フはルビー ・ガラスの制

作を挙げていた。「職人の技芸と美術家としての手腕はたいていの手による作品で結び合わされてい

た。例えば,12・13世 紀 に職人は大聖堂の窓において宝石がちりばめられたモザイク模様の不可欠な

部分を形作っているルビー ・ガラスとして知られる一種のガラスを美術家風の試みによって何とか創

り出した。」[Nef,Universitieslookforunity,1943,p.15].)
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レ ンブラ ン トは言 うに及 ばず,ヴ ェロネーゼ,テ ィ トレッ ト,グ レコ,ヴ ェラスケ ス,

ル ーベ ンス,フ ァン=ダ イク,ハ ルズ,ピ ーター=ブ リューゲル(兄)の ような当時の外国

の 巨匠の作 品 に及 ばなか った と言 う点 で,1540年 に続 く100年 は フランス絵画史 において

輝 ける時期 と して見な され得な いが,フ ラ ンス絵画 はそれ以前 も以降 もイギ リスのそれ よ

りも優れて いた。イギ リスの芸術が文学 と音楽で最 も偉大な可能性を実現 して いたその時

に,フ ラ ンスで は衰退 しつつ あった 中世後半の古 い美術 に影響 されなが ら,そ の後,ル イ

14世 の 時代 に新 しい古典美術の開始の波が押 し寄せて きた。最 も偉大な フラ ンスの画家 は

1545年 に フラ ンソワ1世 の宮廷画家,次 いで ア ンリ2世,シ ャルル9世 に仕え,当 代随一

の画家 と して重んぜ られた フラ ンソア=ク ルーエ(FrancoisClouet1522-1572.フ ランドル出の

有名な画家の3代 目であった)で あ り,さ らにニコラ=プ ッサ ン(NicolasPoussin1594-1665)

で あ り,ク ロー ド=ロ ラン(ClaudeLorrain1572-1682)の 名 が あげ られ る。 プ ッサ ンとロラ

ンのいずれ もが画家 として の形 成期 をイタ リアに滞在 し,1640年 に な って リシュ リー に

よって宮廷 画家 になるよ うに呼 び戻 されたが,終 生,母 国に帰 ることはなか った。(lhid.,

P.293.)

フ ラ ンソア=ク ル ーエの 肖像 画 は,常 に名前 は残 って いないが今 もフラ ンスの地 方の美

術館の壁の あちこちに掛 け られて いる16世 紀の最後の30年 間の画家 による多 くの 肖像画 に

は見 られな い構成 と生命力 に際だ った力量を示 した。1572年 の クルーエの死以降,1615年

ま で の約 半世 紀 の 間,フ ラ ンス絵 画 は不 毛 な時代 で あ った と記 して も差 し支 えな い。

(lbid.,pp.293-294.)

16世 紀 後半 にお いて もフラ ンス絵画 はなお も工芸で あると考え られ,ほ とん ど職人技芸

に近か った。それゆえ,美 術 にお ける伝統 はなお職人の伝統で,親 方職人が装飾の施 した

錠前や鉄製の手す りを提供す るように望 まれて いたの と同 じように,美 術作品を差 し出す

ように要求 された。美術 と工芸 に線が引かれて いなか ったので ある。 もしフラ ンスの絵画

が この ままクラフ トに留 まって いた ら,復 興で きなか ったで あろう。絵画 は強力な宮廷の

支援 を受 けて音 楽や文学 の ように芸術 にな らな ければな らなか ったのであ る。(lbid.,pp.

295,296.)

1589年 か ら1610年 の ア ンリ4世 の治世 に生 まれた世代が成長 した ときにフラ ンスの画家

の社会的地位 とその絵画の質 に変化が起 きた。 この治世の フラ ンスでその作品が芸術 と し

て今 も展示す る価値が あると考え られて いる多 くの画家が生み 出された。終生母国 に帰 ら

なか った プ ッサ ンとクロー ド・ロラ ンは別 に して,ラ=ト ゥール(GeorgesdelaTour1593

-1652) ,フ ィ リップ=ド=シ ャンパーニ ュ(PhilipPedeChampagne1602-74),シ モ ン=ヴ ーエ
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(SimonVouet1590-1649),ル=ナ ン3兄 弟(LeNain),ル=ヴ ァレンテ ィ ン(LeValentin)は

いずれ も1589年 か ら1610年 の 間 に生 まれ,1643年 に終わ ったルイ13世 治世下の大部分の間

の フラ ンスで創作活動を した。ルイ13世 治世時代 に絵画 は伝統的な古 い熟練 によって育て

られ ることを止め,新 しい画家のギル ドか ら,別 言すれ ば1643年 に設立 された絵画国立 ア

カデ ミーか ら支持を ひきだす ようにな った。絵画 も文学や音楽の ように,宮 廷 によって育

まれたので ある。そ して宮廷 は作品の ことごと く形態を,と りわ け創造的な作品を規制す

るようにな った。(1hid.,P.296.)

芸 術 家や批評家の間でル イ13世 治世の画家の創造力 に関す る評価が異な って いるが,ど

の ような偏 った判断 に従 って も,プ ッサ ンとクロー ドの,あ るいはワ トー とフラゴナール

の,ア ングル と ドラクロワの,セ ザ ンヌとル ノアールの時代が偉大なそれで あった言 う意

味で偉大な時代の一つ と して評価 され る(lbid.,p.297)。

これ らのルイ13世 治世の フラ ンスの画家た ちが フラ ンス絵画の将来 に果た した影響 は彼

らによって得 られた どの ような結果 よ りも重要で あった。彼 らは同 じ時代の頃 に公式化 さ

れた詩や音楽の方法がの ちの フラ ンスの詩人や音楽家 に役立 った ように,彼 らの後継者 に

役立 つ美術 のための方式 を確立 して いた。 しか しル イ13世 治世下 の最良 の美 術家 であ る

シ ャンパーニ ュ もラ=ト ゥール もこの方式 の確立 の先導者 にはな り得 なか った。 ラ=ト ゥー

ル の作 品 は20世 紀 まで フラ ンス絵画研 究お いてほ とん ど完 全 に無 視 され て きた か らで あ

る。 しか しシモ ン=ヴ ーエは シ ャンパー ニ ュや ラ=ト ゥール よ りも十 分な成果 を発揮 しな

か ったが,フ ラ ンス絵画史 にお いて古典的 フラ ンス様式確立者 と して位置づ け られた。そ

れ は詩 にお けるマ レル ブや散文 にお けるバルザ ックによって 占あ られた位置 と同 じと言 っ

て もよい くらいで あ った。 この よ うな意味 で,ヴ ーエ は絵 画の最 も偉大 な教 師 の一 人で

あった と認め られ る。(lbid.,p.298-299.)

実 際,ヴ ーエ には彼の スタデ ィオで学んで いる若 い画家達 に技術の原理を伝え る比類の

な い才能が備わ って いた ようで ある。彼の弟子の一人がル=プ ラ ン(LeBrun1619-90)は ル

イ14世 治 世下で絵画 と意匠美術の名匠 にな って,ヴ ーエか ら修得 した ものを彼の世代の大

部分 の美術 家達 に伝 えた。 ル=プ ラ ンはまた絵 画 アカデ ミーの設 立 に尽力 し,コ ルベール

によ って ゴブラン織 りの制作 の監督 に指名 された。 ル=プ ラ ンは宮廷の保護 の もとに彼が

獲得 した芸術的技術の方式をすべての工業美術 に応用す るため に何十人の弟子の訓練 にと

りかかたので あった。(lbid.,p.2gg.)

以 上,ネ フに従 って,主 に16世 紀 後半か ら17前 半の イギ リス ・フラ ンス両国の西洋美術

史 にお ける鋭 い対照を,換 言すれ ば絵画の領域の両国の貢献 に関 して論 じて きたが,要 す
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る にこの時期 にイギ リスで は「絵画 は相変 わ らすヴ ァン=ダ イ クの ような外国人 に依存 して

いた」(高 橋裕子他 「バッロク美術 ロココ美術」高階秀爾監修 『西洋美術史」美術出版社,2002年,

113頁)と いう言葉 に象徴的 に表れて いるように,美 術の領域 は文学 に残 したイギ リスの功

績 に比較 して,ほ とん ど主導的な役割を担えなか った と判断 出来 る。それ に反 して,フ ラ

ンスにお いて この時期 にこれ まで工芸の一部 と見な されて いた絵画 は工芸か ら独立 して,

そ れ は芸術 と して確立 され,国 家の手厚 い保護の もとに,プ ッサ ン,ク ロー ド=ロ ラ ン,ラ

=ト ゥール,フ ィリップ=ド=シ ャンパ ーニ ュ,シ モ ン=ヴ ーエ,ル=ナ ン3兄 弟,ル=ヴ ァレ

ンタ ン,ル=プ ラ ンな どの画家 が16・17世 紀 に途切れな く現れ,輝 か しいフラ ンス美術史を

築 いて いった。イギ リスには同時期 にこれ らの フラ ンスの画家 に比べ られ るべ き画家 はい

なか った(Nef,CivilisationIndustrielle,P.218.ネ フ 『工業文明」246ペ ー ジ)。

こう した両国が示 した対照の背景 に所得の分配 と国王お よび議会の産業 に対す る政策の

相違が あった。イギ リスで は1540年 か ら1640年 の 間の産業革命 に喩え られ ほどの経済発展

を主 と して新興の商人を含む ジェ ン トリ層が担 い,そ こか ら得 られた富 も トーニーやネ フ

が指摘 した ように彼 らジェ ン トリの手 に集 中 し,量 の追求を 目標 とす る工業文明を生誕 さ

せた。 この場合,イ ギ リスの 「政府関与の試み は,そ の効用性 によ り必要 とされ る物品の

製造 に限 られて いた。イギ リスの画家 ・彫刻家 ・綴織 り職人 ・陶器製造お よび装飾芸術 に

携 わ る人 々は,王 立 仕事場 や助成金 の援助 な しに精一杯 や って行 かな ければな らなか っ

た。イギ リスで17世 紀 に,フ ラ ンスの諸流派 に比べ,絵 画 ・彫刻的芸術な らびに意匠技術

に関 して取 り上 げて言 うほどの発展 しかなか った ことは,か か る領域 にお ける政府干渉か

らの解放が,そ れ らにとって別 に有益でなか ったことを示唆す るもので ある」(ネ フr政 治」

202-203ペ ージ)。 従 って,18世 紀 にな って,「 中世以来初めての,地 方的地位 に甘んず るこ

とのな いイギ リス画派 の台頭」(H.M.ジ ャ ンソン,村 田潔他監修r新 版 美術の歴史』2,美 術

出版社,1990年,561ペ ー ジ。Nef,C"lt"ralF・undati・ns・flndustrialCivilizati。n,p.135)を 可 能 に

す るので ある。

反対 にフラ ンスで は,産 業 に対す る政策 は,熟 練 した手仕事 による極めて美 しい奢修品

の制作や美術品の創作 にお いて,究 極 まで推 し進め られた。 この ような領域で は,政 策の

主 目的 はその効用性 によって価値 あ りとされ る物品の大量生産 にあったので はな く,職 人

技量の高度な美的水準の発展 と,主 と して,ま た しば しば,そ の美のみ によって評価 され

る物品の生産で あった。芸術家のたあ に王立仕事場 に新 しい設備を整え ることによって,

国 王 は彼 らを芸術家の働 きを手工業労働者 と同 じ範躊 に置 いて いた 中世ギル ド制度への従

属か ら解放 した。 こう して芸術を育成す ることで フラ ンス国王 は,芸 術家 に極あて栄誉 あ
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る地位を提供 したので ある。 この ような フラ ンスの政策 は同時代のイギ リスの様な重工業

の発展 にとって有害で あったの と同 じ程度 に,美 の 目標 と してな され るあ らゆ る手仕事 に

とって は好都合で あった。(ネ フ 『政治」202-203ペ ー ジ。)

皿.質 を追求する文明としての建築と経済的剰余

ネ フは製造業や家庭の燃料 と して石炭の採用 された ことを契機 に16・17世 紀 に工業文明

が誕生 した と主張 したので あるが,そ の工業文明が イギ リスに もた らした別な経済的側面

は石炭の採用 に伴 うイギ リスの製造業の大がか りな発展が生産部門への投資対象を生み 出

した という事実で ある。炭鉱業,石 炭業,製 塩業,ガ ラス製造業な どで見 られた ように,

事 業の拡大や石炭使用 に基づ く技術改善 に大規模 な資本 を必要 とした(例 えば,イ ギ リス石

炭産業の場合,差 し当たり,Nef,"DominanceofthetraderintheEnglishcoalindustryinthe

seventeenthcentury",pp.425-426.Nef,TheRiseoftheBritishCoallndustry,Vol.H,pp.4.5.A.

Moller,"Coal-miningintheseventeenthcentury",TransactionsofRoyalHistoricalSociety,vol.

8[1925],p.85な どを参照)の で ある。 もともと工 業経済への変遷過程 で非生産 的な資本の

使用か ら生産 的な それへ推 移す るこ とは経 済社会 の重要 な側面で あ った(P。Deane,"The

IndustrialRevolutioninGreatBirtain",C.M.Cipolla,TheFontanaEconomicHistoryofEurope,

4(1),1973,p.196)。 従 って工業文 明が勃興 する以前 の経済社会,別 言す れば,農 業を 中心 と

す る前工業社会で は 「実際,潜 在的な貯蓄の大部分 は資本投資の非生産的な種類へ充て ら

れた」(lbid.,P.196)の で あるQ

以 前,ハ イル ブロ ンナー は社会 に対 して生産 と分配 に課せ られた厳 しい経済問題を解決

す る方式 と して伝統 による経済,指 令 による経済,市 場 による経済の3つ の類型が存在 し

て いた し,現 在 も存在す ると主張 した。 これ らの方式の うち伝統 よる経済 と指令 による経

済 は歴史的 に古 い系譜を もち,と りわ け指令 による経済的支配 は権威主義的な方法で伝統

による経済 と重な り合 いなが ら果た されて いた こと多か った。 ピラ ミッ ドや寺院の建設,

古 代ギ リシアや古代 ローマの神殿の建設や土木事業,中 世の大聖堂の建立な どはこの指令

による経済 の方式 に よって効率 よ くなされてきた例で あろ う。(R.L.ハ ィルブローナー,小

野高治他訳 『経済社会の形成」東洋経済新報社,昭 和47年,24,18ペ ー ジ。)

この ような資本が非生産的な もの に投入 され,指 令 による経済で創 られた代表的な建造

物の一つが今,例 示 した 中世の大聖堂で あると考え る。ネ フに従 うと,建 築 はそれぞれの

時代 の生活 と相互 関連す る全局 面を表現 してい る とものであ り(Nef,"Architectureand
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WesternCivilization",Revievvofp。litics,vol.皿 〔1946〕,p。192.),西 洋 建 築 史 に お い て 一 つ の

確かな統一を もった最初の時期を彼は12世紀初期に始まったゴシック建築の時代に設定 し

た(lbid.,p.194)。 ネ フは大聖堂が盛ん に建設 された ゴシ ック時代 とその建築を次の ように

捉えた。

この頃に十字軍遠征が起こり,旅 が盛んになり,財 の,知 識の,思 想の交流が行われ,全 キ リ

ス ト教徒が結束するという強い意識がお互いにヨーロッパ人を結びつけるようにした。彼らの創

造的な生活は各々それぞれ異なった方法でもって共通の信仰の結合を強化する政治,知 識,歓 喜,

芸術の相互依存性を表した。またそれは非常に複雑で急速に変化する文明のすべての本質的な局

面にそれぞれ違ったやり方で言葉(知 識)や 石(建 築)や あるいは他の物質において住民に分か

り易い一体化された関係へ組み入れようとした試みを表 していた。その関係に永遠の生命におけ

る人間のための共通の目的が具現化されていたのである。そ して建築の偉大な時代としてのゴ

シックは根本的に異なった建築の概念が現れなか ったと言 う意味で,15世 紀初期までの400年 ほ

ど続いた。(lbid.,p.194.ネ フはゴシック建築時代の開始の時期を同じ論文の194ペ ー ジで12世 紀

初期に設定 している。その時期から400年 続いたとするとその終期は16世 紀初期となる。 ゴシッ

ク時代区分に関して岩井茂昭氏は トマス=リ ックマ ンの研究を援用して,中 世ゴシックの終焉の

時期を16世 紀前半とされている 〔岩井茂昭 「ゴシック・リヴァイヴァルとゴシック・サヴァイヴァ

ルージャコビアン・ゴシック様式と大学建築をあ ぐって一」村田隆美他編 「中世主義を超えて一

イギ リス中世の発明と受容 」慶鷹義塾大学出版会,2009年,158-160ペ ージ〕。)ま た,ゴ シッ

ク建築の時代は芸術問題と技術問題は分離されていな く,芸 術も工芸も一・体であった。職人の作

業場の方法と訓練は美術を含む事柄でもってなされたすべての作品に及んだ。美術と職人技能は

不可分であって,そ れらはパンや飲み物と同じくらい生活にとって本質的であった宗教によって

深 く影響されていたのである。事実,建 物の内部を構成する窓や彫像や他の芸術品のために聖職

者および共同体によって定あられた設計明細書は非常に厳格で微細に渡っていた。ヨーロッパ人

はキ リスト教の信仰で,時 間と空間とモノを凌 ぐキ リストが人間の最後の目的として啓示した永

遠の信仰で統一されていた。主要な建物とそれらのおのおのの細かい部分は多種の方法でこの人

類の精神の共通の目的を表し祝福していた。男女は一般に建物の設計仕様書や,あ るいは,少 な

くとも彼らが置いていた知識と信仰の背後にある意図を分け合っていたので,そ の設計仕様書は

職人にとってあったに足かせとして現れなかった。それらは彼が直面する選択が非常に多 くある

ときに,当 惑し苦しめさえしそうである普通の人間の真に知的で精神的自由に寄与する枠組みを

提供 した。芸術的な考えが広がる余地が設計仕様書にはあった。(1bid.,pp.198-199.Nef,"Art",

p.281.)○

ゴシック建築の勃興はヨーロッパ人の連帯意識を成長させていく意味と,単 にわれわれ

が宗教的と呼ぶ部分的な ものではな く生活全体を包含 した彼 らの共通の目的とが反映され

て い た の で あ る(Nef,"ArchitectureandWesternCivilization",p.199)。 ヨ ー ロ ッ パ 人 は 共

通の永遠の信仰であるキ リス ト教で統一され,そ の高い精神性が教会の建造物,と くに大

聖堂に永遠 の生命を実現 した(lbid.,p.199.中 世 において大聖堂と市壁と切り妻の住宅はすべて関連

し合っていた。大聖堂の中央入口にある彫像や柱の内側彩色ガラスの嵌った窓,尖 塔などは一つ一つ

全体の部分であった[lbid.,p.199])。 信 仰 と美術 の結合 は宗教 の伝統 的機能 の一一つであ った

の で あ る(Nef,Civilis・ti・nlndustrielle,P.151.ネ フr工 業 文 明 」168ペ ー ジ)。 そ れ ゆ え 宗 教 と 中
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世の人びとにとって大聖堂は当時の精神と物質の両面の具体的な表現であり,ネ フが提唱

した工業文明誕生以前の文明の本質である質,換 言すれば美の追求が典型的に具現化され

た姿であったと言える。大聖堂の建設によって,職 人 も15～16世 紀には職人か ら自立 して

いく画家 も一体とな り,建 物,彫 像,壁 画,ス テ ンド・グラスなどの工芸品か ら構成され

た美の総合をな し得たのであった。

トレヴェリアンはイギ リスの大聖堂への思いを鮮やかに描写 している。

「教会建築の連綿たる しか したえず動いている 伝統は,あ いかわらずその堂々たる歩みを

つづけ,古 代の建築も近代の建築もまった く敵し得ない美しさと壮大さをもった,数 知れずそび

え立つ石造建築をイングランドに残 した。……新しい教会堂では,光 はもはやそっと忍び入るの

ではな くた ぐいな く美しい,色 彩豊かなステーンド・グラスをとお して洪水のように流れこんだ。

……だがもし聖フランシスやウィクリフののぞんだように,貧 しい献身的な福音伝道者であった

ならば,あ れほど崇高壮麗な大聖堂や大会堂がたてられ,何 世紀ものあいだ沈黙のうちに神をた

たえ,ま た代々これを仰ぎ見る人々に,至 純至高の礼拝のよろこびを与えることも決してなかっ

たであろう」(ト レヴェリアン,前 掲書,45-46ペ ー ジ)。

大聖堂が 中世の人 びとの 目にどの ように映 ったか,ま たその 日常生活 に果た した役割を明

快 に掴む ことが 出来 る。

ところで 中世 にお いて全体の生産物の重要な部分 は(1)教 会 と宗教 による消費,(2)政 治

による消費,(3)街 示 的消費に流れた(RC.Lane,"ConsumptionandEconomicChange",ノ 。ur-

nal。fEc。n。micHist。ry,Vol.XV[1955],p.107)。 いわゆ る公共消費 は単純で あるが至 る所 に

ある村の教会建築 とよ り大規模な大教堂,修 道院,大 聖堂の ような礼拝堂の建設 にあ らわ

れたので ある。投資の項 目よ りもむ しろ消費の項 目の下で宗教的建造物を取 り扱 うことは

ある程度恣意的な分類で あるが,確 かな ことは大聖堂や修道院の建造やそ こでの礼拝 は教

会当局者や参拝者の消費を構成 して いた点で あった。 に もかかわ らず今 まで種 々の建築様

式の建設費用の比較,建 築材料の需要の変化での様式上の変化の効果,工 学知識の発達の

経済 的影響 はほ とん ど調査 されて こなか った。(R.Roehl,"PatternsandStructureofDe-

mand1000-1500",C.M.Cipollaed.,TheFontanaEconomicHistoryofEurope,1,1976,pp.127-128.)

そ の 目立 って例外的な研究 はH.T.ジ ョンソンの よるもので,彼 は1100年 か ら1400年 にお

けるイ ングラ ン ドの大聖堂建設の経済的影響を算定 した(H.Johnson,"CathedralBuilding

andMedievalEconomy",EUplorationsinEntrepreneurialHistory,Vol.4[1966-67],pp.191-210)○

彼 はこの間 に多 くの修道院や教区教会 に加えて,お よそ25か ら30の 大 聖堂が建立 されたか

改造 された と し,そ の経済的効果を計量 的に分析 し,「どの ような大聖堂 もそれが位置 され

て い る直 接 的環境 の外 で経 済生 活 に影 響 した こ とはあ りそ うもな いよ うに思 われ る」
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(lhid.,p.207)と 結 論 した。つ ま り本質的 に地域 レベルで は教会建設の効果 は相当な もので

あった(Roehl,op.cit.,P.128)。

こ こで再 び資本が どこに向 け られ るか という本節の最初の問題 に立 ち戻 ることにな る。

というの は資本の向 け られ る方向が生産的な ものの生産 に対 してか,あ るいは非生産的な

ものの生産 にか によって,そ こか らに現れて くる経済社会の状況が著 しく異な って くるか

らで ある。 この問題を経済的剰余の使用か ら来 る相違 に求め ると,ネ フの質を追求す る文

明 とその後 に起 こった量を追求す る工業文明の経済的側面が一層明瞭 にな って くる。

極めて経済的な概念で ある剰余 と経済体制の関連か ら経済体制を歴史的 に展望 したの は

エ ドゥアー ド=ハ イマ ンであ った。彼 は経済体制 を 「「歴史 的運 動の一特殊形 態』であ っ

てそれ は,社 会諸条件を変化 させ ると同時 に,そ れ らの条件が経済体制を生みだ し,経 済

体制 自体の作動 とその意味 を変化 させ る」(野 間俊威 「ハイマンにおける経済体制論の方法的立

場」『経済学論叢』第16巻 第2号,昭 和42年,8ペ ー ジ。ハイマンの1963年 に刊行 された著書,Soziale

TheoriederWirtschaftssysteme[経 済体制の社会理論 この本は後に野尻武敏他訳 『近代の運命」新評

論,と して1987年 に翻訳された]は 彼の長年にわたる経済体制研究の集大成とも目すべき労作で,こ

の著作で展開される剰余と経済体制の史的展開の関連に注目するのであるが,本 拙稿で繰り広げられ

るハイマンの経済体制の歴史的発展に関する論述はわが国のハイマン研究の第一人者である野間俊威

教授の研究成果に依拠 した)と 捉 えた。 そ してハ イマ ンは彼 の体 制理論 における最 も基礎的

範疇 と して 「統合的社会体制」 と 「経済体制」 とを設定 し,こ れ らの体制 は近代社会の到

来 と ともに 「統 合的社会体 制」(文 化経 済)か ら 「経済体制」へ,そ して再 びよ り高次の

「統合 的社会体制」へ と進行 して い くという図式を提供 した。(野 間俊威 「ハイマンにおける体

制変動の動態論理」『経済学論叢」第17巻 第4・5・6号,昭 和43年,370ペ ー ジ。「経済体制」 とい

う用語はハイマンの翻訳書では 「経済主義体制」と訳されている[ハ イマン,前 掲書,449ペ ー ジ]。)

ハ イマ ンに よると,「 統 合的社会体 制」 とは 「経済体制」 と対立 す る概念 で,経 済活動

を直接的 に社会諸 目的の もとに統合 し,こ れを統 御す る編成 を 「統合的社会体制」(inte-

gratedsocialsystem)と よ び,こ の社会体制の もとでの経済活動を彼 は 「文化経済」 と

名付 ける。(野 間俊威 「経済体制論序説」上巻,有 斐閣京都支店,昭 和41年,24-25ペ ー ジ。)他方,「 経

済体制」 は(1)近 代 社会の地理的 ・歴史的枠組のなか にお いてのみ存在 し,(2)経 済 活動が

「社会」 の統御か ら解放 されて,(3)経 済 活動が 自 らの 「原理」 に よって,自 らの秩序 と制

度 とを築 きあげた構造 と して定義 され る。(同 書,24ペ ー ジ。)

この ように 「経済体制」 は近代社会の特有の産物 と理解 して もよ く,ハ イマ ンは 「統合

的社会 体制」か らこの 「経済体 制」 に到達 させ る推 進原理 にす ぐれて経済学 的 な範 疇
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「剰余」の使用形態 に求 めた(同 書,27ペ ージ。野間俊威 「ハイマンにおける体制変動の動態論理」

370ペ ー ジ)。 つ ま り 「統合的社会体制」は剰余の大部分を非経済的 目的 に使用す る体制で あ

る。非経済的 目的の内容 は,西 カナ ダ ・イ ンデ ィア ンの破壊遊技か らエ ジプ トの ピラ ミッ

ドやルネ ッサ ンス時代の 「芸術文明」の開花 に至 るまで,種 々な形態を とるが,剰 余の多

くが非経済的 目的のたあ に流 出 した ことによ り,経 済活動が拡張を妨 げ られ る点で は共通

して いることで ある。(同 書,26-27ペ ー ジ)こ れに対 して 「経 済体 制」 においては,剰 余の

大部分が非経済的使用か ら留保 されて,ふ たた び生産 に投下 され,経 済を拡張 させ るため

に充て られ る。従 って,「 経済体制」は「生産 の拡 張のために剰余 を排他 的に充用 する体制」

なので ある。(同 書,27ペ ー ジ。)

こ う してハ イマ ンは経済体制 の歴史的発展 を経 済的剰余 の使用 とい う観点 か ら,「 統合

的社会体制」→ 「経済体制」→ よ り高度な 「統合的社会体制」 という動態的な図式で もっ

て構成 した。「統合 的社会体制」では経済的剰余 が非経済的 な 目的 に充 て られ,ネ フが質を

追求す る文明 にお ける生産の 目標 と類似す る。その典型的な歴史的事例が本拙稿で信仰 と

美術が結合 した ゴ ッシク建築の大聖堂で もって説明 され,こ れ はハイマ ンの言 う 「文化経

済」の実現で あった。ハ イマ ンは大聖堂 につ いて 「剰余が大聖堂の建立 に投ぜ られた町 々

に,文 字通 り自発的な剰余労働の産物 と して,ド ー ムが生れ,… …大聖堂 は神を賛美 し人

間をた たえ る もの」(ハ イマン,前 掲書,59ペ ー ジ)と な った と記 していた。そ こでの労働雇

用 と資本投資の背後 にある主要な力 は芸術的完全 さへの喜 びで あって(Nef,Cultu。alF。und。-

ti。ns。flndustrialCivilizati。n,p.3g),質,つ ま り美の追求 こそが生産活動 の 目標 にな って い

た。次 に経済的剰余が生産の拡張のたあ に使用 され る 「経済体制」の時代が到来 し,こ れ

は工業文明の誕生 ・形成期 と一致 し,ネ フはいみ じくも近代のすべての国民 とすべての社

会階級 とはこの工業文明,つ ま り量的な ものの追求 にた い して はっき り示 され るこの新 し

い関心 を,あ る程度 は共通 に持 ち合 わせて いる と指摘 した(Nef,Civilisati。nlndust。ielle.,p.

31.ネ フr工 業文明」33ペ ージ)。丁 度ネ フが 「工業文 明の誕生 と現代世 界』 を もの した ころ,

す で に冷戦構造 が形成 されて い く過程 で,世 界 は二つ の対立す るイデオ ロギー に支 配 さ

れ,資 本主義体制 と社会主義体制 に二分 されて いた。 しか し物質的な豊富 さを もた らす工

業文明 は異な る二つの体制 と もに志向す る もので,こ の点か らすれ ば,資 本主義体制 と社

会主義体制 とは 「漸次的産業社会 という同一の属の二つの種,も しくは,同 一の社会 タイ

プの二つの様式」(R.ア ロ ン,長 塚隆二訳 「変貌する産業社会』荒地出版社,昭 和45年,46-47ペ ー

ジ)で あ った と考 え られ,そ こに工業文明 の経済史的意義が認 め られ るので ある。

さ らに彼 は人類の工業文明への関心が人間の幸福や人間性 に加え る諸制約を も共有 して
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い る事実へ も配視を怠 らなか った(Nef,Civilisati。nlnd"strie〃e.,p。31.ネ フ 「工業文明」33ペ ー

ジ)。16世 紀 に石 炭の採用 と共 に工業文 明の道 を歩 み出 したイギ リスが質的進歩 に再 び着

手す るのは1660年 か ら1785年 頃 まで も100年 あ ま りであ った。 い ったん進行 し始 めれば,

工 業文 明の発 達 は,量 的進歩 とほ とん ど同 じくらい質的進歩 に依存す るのであ る。(lhid.,

p.218.同 書,246ペ ー ジ。)こ れ はこの間 にイギ リスで これ まで西洋の美術界の第一線で活躍

す る画家 はほとん ど皆無の状態で あったのだが,同 時代の フラ ンスの ワ トーや フラゴナー

ルの作品 と比べ ることので きるホウガー スやゲイ ンズバ ラや レイ ノルズの ようなイギ リス

画家 の作 品が生 まれ,イ ギ リス絵画 は 自立 した事実(lhid.,P.218.ネ フr工 業文明」246ペ ー

ジ。「イギ リス美術はイタ リアのように絵画の伝統がなく,17世 紀 には……建築をのぞいてそうみる

べきものはなかった。だが17世 紀末以降,イ ギ リス独自の絵画が着実に育ち,… …その端緒を開いた

のがウィリアム ・ホガースである」[大 高保二郎 「18世紀のイタリアとイギ リスの美術」千足伸行監

修 「新西洋美術史』 西村書店,1999年,265ペ ー ジ])か ら も了解で きる。

ところで,ハ イマ ンの経済社会史観の背後 には社会生活 にお ける人間の基本的 に価値 に

関す る二 つの命題 が仮設 され,そ の第一 は,人 間は本来 「よき生活(GoodLife)」 を 営 も

うす る欲求 を もつ とい う命 題 であ り,い ま一 つ は人 間 は また同 時 に 「生 存必 要(Vital

needs)」 の 充足欲求 を もつ とい う命題で ある。前近代 の 「統合 的社会体 制」 と近代の 「経

済体制」 は,社 会的均整 と 「よき生活」を志向 した文化経済の実現か,あ るいは 「生存必

要」の充足をあ ざ した生産の拡大かの ようにそれぞれ この二つの価値の一方の犠牲 にお い

て他の 目標の達成をめ ざ した ことはつ とに指摘 した とお りで あるが,次 に来 る高次の 「統

合的社会体制」 こそ,「 生存必要」 の充足達成 の基礎 の上 にた って,「 よき生活」の回復を

志向 しうる体制なので ある(野 間俊威 「ハイマンにおける体制変動の動態論理」371,375-376ペ ー

ジ)。16世 紀 の工業文明の誕生 に際 して も,イ ギ リスで断絶 された質,す なわ ち美への追求

が結局,そ れの放棄 に繋 が らな か った ことはすで に本 節で示 した とお りで ある。 それゆ

え,現 代の成熟 した工業文明を創始す るの に もその不可欠な基礎を提供す る質的進歩の重

要性(Nef,Civilisati・nlndust・ielle,PP.218,248-249.ネ フr工 業文明」247,280ペ ー ジ)を,つ ま

りハイマ ンの体制理論か らすれ ば,文 化経済の実現の重要性を,ネ フは工業文明の過去の

展開を顧みて強調す るので ある。

お わ り に

16世紀に顕著にな り始あた木材燃料枯渇に伴う木材価格の高騰の結果,イ ギ リスは燃料
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と して必 然 的に当時不健康 と思 われて いた石炭燃料 の採用 に踏み切 った。 この熱 エネル

ギー源の本格的な使用 は16世 紀後半か ら17世 紀前半 にわた るイギ リスの経済状態を,具 体

的 に記せ ば,鉱 山内か ら地下水を排除 し,深 い竪坑か ら地上へ石炭や鉱石の巻 き揚 げるた

め に,沼 地の排水,水 路お よび陸路での嵩張 った製品を よ り安 く運搬すべ き港の凌深のた

あ に,製 造業 にお いて希少 にな って い く木材燃料か ら豊か に存在 し安価で ある石炭への代

替 を可 能 にさせ る大規模 で一層効率 の よい炉 を発明す るた めに差 し迫 った必 要 を作 りだ

し,こ の状態 に対 してイギ リスの進取の技術家や投資家 は生産量を増や し労働量の削減を

意図 した機械や他の実用的な装置の発明や発達を押 し進めた。 これ らの刺激がすべて イギ

リス人の才能を質や芸術的壮大 さよ りも量 と実用性 に向かわせたので ある(Nef,"Art",pp,

304-305)○

この当時のイギ リス社会が直面 した問題を16世 紀 にお ける石炭の採用が差 し出 した先鋭

化 した技術問題 とネ フ言 う。それ らは ①かな りの深 い炭坑か ら石炭を掘 ること→坑内排

水問題,② 石炭の輸送問題→石炭の内陸輸送,③ 石炭の工業的利用→製鉄の過程での石炭

燃料使 用 の3つ の技術 問題 で,こ れ らの技 術問題 が いず れ も18世 紀 か ら19世 紀 にかけて

①鉱 山排水のための蒸気機関,の ちに工場動力 と して利用,② 運河の開設お よび鉄道の建

設,③ ダー ビーの石炭 のコークス化 やコー トの撹拝式精錬法 で解消 されるのである(ネ フ,

原光男訳 「石炭の採掘 と利用」 シンガー他編 『技術の歴史」5巻,筑 摩書房,昭 和53年,66,66-68

ペー ジ。Nef,TheRise。ftheBritishc。alIndustry,Vol.1,pp.251-252,254)。 この ような16世 紀

か ら17世 紀末 までの イギ リスの技術発展をハ リスは石炭の採用を 中心 に推進 されて きた こ

とに注 目 し,「石炭燃料技術 の発展」と要約 した。(Harris,1ndustry。ndTechn。Z。gyintheEight-

eenthCentury:BritainandFrance,1972,pp.8-9.)さ ら に付言 す る と,ネ フは18世 紀 のイギ リ

ス産業革命を 「これ らの重要な3問 題が1780年 代 にイギ リスで始 まった産業革命を引 き起

こ した」(Nef,CulturalF。"ndati。ns。flnd"strialCivilizati。n,pp.58-59)と 把 握 し,16世 紀 に起

きた初期産 業革命 と18世 紀 の産業革命 の連続 性 を強調 した(ネ フの産業革命論については拙

著,247-251ペ ー ジを参照)。

イギ リスで起 こった動力機械,大 規模な溶鉱炉,生 産の規定通 りの方法の ような技術改

革を伴 った経済発展 は絵画や造形美術の美的な問題 とはほとん ど,あ るいは全然関係のな

い問題 に手先の器用 さと知識を導 き,真 の美術を促進す るよ りもむ しろそれを妨 げる方 に

動 いたので ある。(Nef,"Art",p.304-305.)

逆 に,フ ラ ンスはこの種の工業発展か ら多分 に逃れて いた。それ は一部 にはこの国が深

い鉱脈が ほとん どなか ったたあで あ り,大 抵の地域 に豊か に森林が あったたあで あ り,こ
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の 時期 にイギ リスで起 こった ような人 口成長がなか ったためで あ り,土 地や森林 もいれた

他の 自然資源への大 きな圧力がなか ったためで あ り,イ ギ リスの ように修道院解散や聖職

者の数の削減 によって生 じた教会か ら世俗へ財産の移転がなか ったためで あった。 中世 に

培われた手先 による熟練 した芸術的な仕事か ら来 る古 い伝統 は宗教改革以前 にイギ リスで

お いて よ りもフラ ンスで一層強固 に確立 されて きた。続 く1世 紀 もフラ ンスはこの ような

伝統の維持 と宮廷を取 り込んだ美術の再生 にイギ リスよ りず っと熱心で あった。1540年 か

ら1640年 の 間,2国 の 経済発展 に くっき りと現れた対比が フラ ンスの絵画 と造形美術 にお

ける優越を強化 した。 フラ ンスが イギ リスをつね に遅 らせた贅沢品や芸術品の製造業で主

導権を増大 させたの はある程度初期産業革命を経験 しなか ったためで あった。 こう して初

期産業革命 は近代を とお して絵画 と造形美術 にお けるイギ リスの地位の劣性を招 いた こと

にな る。(Nef,"Art",p.305-306.)

この ように,1540年 か ら17世 紀 中葉 までイギ リスで絵画を 中心 とす る美術が フラ ンスに

比較 して,立 ち後れて いた理 由の一つ にこの国が工業文明を誕生 させ,質,つ ま り美を追

求す る伝統的な文明 と一時的 に断絶 した ことを挙 げて も誤 りで はな いで あろう。

最後 に本拙稿の"は しが き"で 引用 したネフの晩年 の労作 の最終部分 の箇所 に立 ち戻 る。

彼 は工業文明の将来を展望 して,16世 紀 の石炭の採用で端を発 した18世 紀のイギ リス産業

革命か ら現代 に至 るまでの量的進歩のおか げで,質 的進歩のため に自由に使用で きる物質

資源 は初期産業革命の時期 に比較 して はるか に豊富で あることを認あ る。な い もの と言え

ば,そ れ は質的 目的 のために物的資源 を用 いる慣行 なので ある。(Nef,Civilisati。nIndustriel-

le,p.246.ネ フr工 業文明」277ペ ー ジ。)そ れ とて も,初 期産 業革命 のあ と18世 紀前半 に至 る

までイギ リスで は質的進歩が次第 に地歩を 占めて きた(拙 稿,「18世 紀のイギ リスとフランスの

経済発展」108-109ペ ー ジ)事 実 をわれわれは共有 している。

だか らこの ような貴重 は歴史的経験 に照 らす と,丁 度ハイマ ンが経済体制の史的展開 に

お いて,最 終的 に 「生存必要」の充足達成の基礎の上 に 「よき生活」の回復を志向 した高

次の 「統合的社会体制」を構想 して いた ごと く,ネ フは今 日の工業化 した世界 にお いて地

球 の不確 か な燃 料資源 の有効 な開発へ の最 良の期待 は質 的進歩,換 言す れば美 の追 求を

と り戻す こ とで あ る と主 張 す る ので あ る(Nef,"AnEarlyEnergyCrisisandItsConse.

quences",p.151)○(2009.5.12.)
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